
一
一
月
、
二
三
六
頁
。

⑽
　
村
野
四
郎
﹃
現
代
詩
読
本
﹄
河
出
書
房
、
昭
和
二
九
年
二
月
、
一
八
二
頁
。

⑾
　﹁
層
雲
﹂︵
第
一
二
巻
第
五
号
︶
大
正
一
一
年
八
月
、
四
九
頁
か
ら
引
用
し
て
お
く
。

　
追
憶

ほ
の
じ
ろ
く

う
そ
寒
い
夕
闇
に

ひ
る
が
へ
つ
て
ゐ
た

一
枚
の
木
の
葉
で
あ
つ
た
が
、

あ
ゝ
、
そ
れ
は

私
の
遠
い
遠
い

追
憶
の
ひ
と
ひ
ら
で
あ
つ
た
。

⑿
　﹁
年
譜
﹂
六
五
〇
頁
。

⒀
　
前
掲
書
﹃
現
代
詩
読
本
﹄
一
八
三
頁
~
一
八
四
頁
。

⒁
　﹁
風
流
陣
記
﹂
の
引
用
は
、﹁
風
流
陣
﹂︵
第
一
冊
︶
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
、
一
五
頁
。

﹁
風
流
陣
﹂
に
つ
い
て
は
、
和
田
桂
子
編
﹃
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
　

第
21
巻
　
俳
句
・
ハ
イ
ク
と
詩
Ⅰ
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
︶、
青
木

亮
人
編
﹃
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
　
第
22
巻
　
俳
句
・
ハ
イ
ク
と

詩
Ⅱ
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
︶
所
収
の
復
刻
版
及
び
﹁
解
題
﹂
を
参

照
。
西
村
将
洋
﹁
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
　
俳
句
雑
誌
﹃
風
流
陣
﹄
総
目
次
︱

﹁H
A

IK
A

I D
U

 JA
PO

N

﹂
の
軌
跡
︱
﹂︵﹁
同
志
社
国
文
学
﹂
第
五
九
号
、
平
成
一
五

年
一
二
月
︶
に
も
詳
し
い
﹁
解
題
﹂
が
あ
る
。
な
お
、
同
論
五
〇
頁
の
昭
和
一
二
年

一
二
月
の
﹁
風
流
陣
﹂︵
第
二
四
冊
︶
の
目
次
に
、﹁
村
野
四
郎
﹁
秋
日
﹂︵
一
二
頁
︶﹂

と
あ
る
が
、
正
し
く
は
﹁
村
野
三
郎
﹁
秋
日
﹂︵
一
二
頁
︶﹂
で
あ
る
。

⒂
　﹁
年
譜
﹂
六
五
九
頁
。
な
お
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
昭
和
一
一
︵
一
九
三
六
︶
年
に
は
、

﹁
文
芸
汎
論
﹂︵
第
六
巻
第
三
号
︶
三
月
に
詩
﹁
慄
え
る
世
界
﹂、﹁
若
草
﹂︵
第
一
二
巻

第
六
号
︶
六
月
に
詩
﹁
蜀
葵
﹂﹁
ヂ
キ
タ
リ
ス
﹂、﹁
文
芸
汎
論
﹂︵
第
六
巻
第
一
〇
号
︶

一
〇
月
に
詩
﹁
田
園
歌
﹂
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

⒃
　﹁
年
譜
﹂
六
四
九
頁
。

⒄
　
前
掲
書
﹃
現
代
詩
読
本
﹄
一
八
三
頁
。

⒅
　
同
号
掲
載
の
﹁
森
の
霧
の
﹂
の
句
は
、
村
野
四
郎
で
掲
載
。

⒆
　
同
号
掲
載
の
﹁
泣
か
う
と
﹂
の
句
は
、
村
野
四
郎
で
掲
載
。

⒇
　
同
号
掲
載
の
﹁
風
邪
の
子
を
﹂
の
句
は
、
村
野
四
郎
で
掲
載
。

�
　
同
号
掲
載
の
﹁
朝
の
ポ
ス
ト
に
﹂
の
句
は
、
村
野
四
郎
で
掲
載
。

�
　
同
号
の
前
掲
五
句
と
は
別
に
﹁
句
会
作
品
抄
﹂
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

�
　﹁
庭
松
の
﹂
以
下
三
句
は
、
同
号
の
掲
載
三
句
と
は
別
に
﹁
風
流
陣
句
会
　
師
走
抄
﹂

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

引
用
文
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
仮
名
遣
い
は
原
文

ど
お
り
と
し
た
。
ル
ビ
は
一
部
省
略
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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六
、
終
わ
り
に

本
稿
に
よ
っ
て
新
た
に
村
野
四
郎
の
俳
人
と
し
て
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。﹃
罠
﹄
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄
を
経
て
戦
時
下
に
至
る
ま
で
の
過
程

を
明
ら
か
に
し
、
転
換
点
と
な
っ
た
﹃
体
操
詩
集
﹄
を
再
評
価
す
る
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
俳
句
は
文
学
資
料
と
し
て
の
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
未
収
集
の
俳
句
に
つ
い
て
今
後
補
遺
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
今
回
は
、

個
々
の
俳
句
に
つ
い
て
の
分
析
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
同
時
代
の

詩
作
品
と
並
行
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
詩
的
方
法
獲
得
の
過
程
に
つ
い
て

再
検
証
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
戦
時
下
、﹁
風
流
陣
﹂
で
共
に
活
動
し
た
詩
人
達
に
つ
い
て
も
注
目
さ

れ
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
の
刊
行
に
深
く
関
わ
っ
た
北
園
克
衛
も
、
新
即
物
主
義
の

同
胞
で
あ
っ
た
笹
沢
美
明
も
、
俳
句
と
詩
を
並
行
し
て
創
作
し
て
い
た
。
詩
人
の

創
作
過
程
に
お
け
る
詩
と
俳
句
の
関
係
は
、
重
要
な
研
究
の
視
点
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
今
後
さ
ら
に
調
査
を
す
す
め
、
当
時
の
歴
史
的
動
向
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

新
た
な
視
座
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
付
記
】

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
０
Ｋ
０
０
３
３
２
の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

注⑴
　﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄︵
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
八
月
、
六
四
六
頁
~
七
一
〇

頁
︶
所
収
の
大
野
純
編
﹁
村
野
四
郎
年
譜
﹂
に
は
、
大
正
期
の
項
に
次
の
八
句
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
の
三
句
は
﹁
文
章
倶
楽
部
﹂
の
内
藤
鳴
雪
選
の
俳
句
欄

に
投
稿
し
て
﹁
選
外
佳
作
に
な
っ
た
﹂
と
あ
る
が
、
筆
者
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

引
用
に
あ
た
り
仮
名
遣
い
は
﹁
年
譜
﹂
記
載
の
と
お
り
と
し
た
。

足
袋
を
つ
ぐ
ば
あ
さ
ん
日
な
た
ぼ
っ
こ
か
な
︵
大
正
二
年
︶

秋
晴
れ
の
屋
根
に
立
ち
た
る
男
か
な
︵
大
正
八
年
︶

穢
多
町
に
い
た
る
小
径
や
赤
蜻
蛉
︵
大
正
八
年
︶

病
人
夢
の
話
を
す
る
朝
の
白
い
蒲
団
︵
大
正
九
年
︶

兄
弟
が
寝
つ
い
た
夜
の
噴
水
︵
大
正
九
年
︶

眠
り
草
実
と
な
る
日
な
た
が
あ
る
︵
大
正
一
二
年
︶

枯
木
が
曲
っ
た
家
を
憶
え
て
い
る
︵
大
正
一
二
年
︶

冬
木
が
く
ね
つ
た
家
を
憶
え
て
ゐ
る
︵
大
正
一
四
年
︶

⑵
　﹁
年
譜
﹂
六
四
七
頁
。

⑶
　﹁
年
譜
﹂
六
四
八
頁
。

⑷
　
当
時
は
本
名
﹁
村
野
四
郎
﹂、
筆
名
﹁
村
野
哀
醒
﹂﹁
村
野
哀
醒
子
﹂
で
投
稿
し
て
い

た
。
同
じ
号
に
異
な
る
名
前
で
投
稿
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
稿
第
五
章
﹁
資

料
編
﹂
の
備
考
及
び
注
⒅
⒆
⒇
�
を
参
照
。﹁
中
央
文
学
﹂︵
第
五
巻
第
一
一
号
︶
に

は
﹁
投
稿
家
諸
氏
に
﹂
に
お
い
て
﹁
短
歌
俳
句
な
ど
で
、
一
人
三
首
の
規
定
を
守
ら

な
い
許
り
か
亥
し
名
前
を
変
へ
て
二
人
分
三
人
分
に
し
て
出
す
人
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
云
ふ
事
は
慎
ん
で
下
さ
い
。
当
方
で
も
注
意
し
ま
す
。﹂︵
一
七
頁
︶
と
の
注
意
書

き
が
あ
る
。

⑸
　
荻
原
井
泉
水
﹁
選
後
に
﹂︵﹁
中
央
文
学
﹂︵
第
五
巻
第
四
号
︶
大
正
一
〇
年
四
月
、
一

九
〇
頁
。
荻
原
井
泉
水
﹁
選
後
に
﹂︵﹁
中
央
文
学
﹂︵
第
五
巻
第
六
号
︶
大
正
一
〇
年

六
月
、
一
三
頁
。

⑹
　
荻
原
井
泉
水
﹁
選
後
に
﹂︵﹁
中
央
文
学
﹂︵
第
五
巻
第
九
号
︶
大
正
一
〇
年
九
月
、
一

四
頁
。

⑺
　
荻
原
井
泉
水
﹃
新
し
き
俳
句
の
作
り
方
﹄︵
日
本
評
論
社
、
大
正
一
〇
年
八
月
、
一
二

五
頁
~
一
二
七
頁
︶
の
﹁
型
よ
り
入
る
勿
れ
﹂
の
章
に
拠
る
。

⑻
　
上
村
直
己
﹁
初
期
﹃
層
雲
﹄
と
ド
イ
ツ
文
学
﹂︵﹃
熊
本
大
学
教
養
部
紀
要
　
外
国
語
・

外
国
文
学
編
﹄
第
一
五
号
、
一
九
八
〇
年
、
六
五
頁
~
七
六
頁
︶
に
詳
し
い
。

⑼
　
唐
沢
柳
三
﹁
層
雲
﹂︵﹃
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
第
五
巻
﹄
講
談
社
、
昭
和
五
二
年
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六
、
終
わ
り
に

本
稿
に
よ
っ
て
新
た
に
村
野
四
郎
の
俳
人
と
し
て
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。﹃
罠
﹄
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄
を
経
て
戦
時
下
に
至
る
ま
で
の
過
程

を
明
ら
か
に
し
、
転
換
点
と
な
っ
た
﹃
体
操
詩
集
﹄
を
再
評
価
す
る
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
俳
句
は
文
学
資
料
と
し
て
の
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
未
収
集
の
俳
句
に
つ
い
て
今
後
補
遺
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
今
回
は
、

個
々
の
俳
句
に
つ
い
て
の
分
析
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
同
時
代
の

詩
作
品
と
並
行
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
詩
的
方
法
獲
得
の
過
程
に
つ
い
て

再
検
証
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
戦
時
下
、﹁
風
流
陣
﹂
で
共
に
活
動
し
た
詩
人
達
に
つ
い
て
も
注
目
さ

れ
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
の
刊
行
に
深
く
関
わ
っ
た
北
園
克
衛
も
、
新
即
物
主
義
の

同
胞
で
あ
っ
た
笹
沢
美
明
も
、
俳
句
と
詩
を
並
行
し
て
創
作
し
て
い
た
。
詩
人
の

創
作
過
程
に
お
け
る
詩
と
俳
句
の
関
係
は
、
重
要
な
研
究
の
視
点
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
今
後
さ
ら
に
調
査
を
す
す
め
、
当
時
の
歴
史
的
動
向
を
ふ
ま
え
つ
つ
、

新
た
な
視
座
か
ら
﹃
体
操
詩
集
﹄
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
付
記
】

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
０
Ｋ
０
０
３
３
２
の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

注⑴
　﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄︵
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
八
月
、
六
四
六
頁
~
七
一
〇

頁
︶
所
収
の
大
野
純
編
﹁
村
野
四
郎
年
譜
﹂
に
は
、
大
正
期
の
項
に
次
の
八
句
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
の
三
句
は
﹁
文
章
倶
楽
部
﹂
の
内
藤
鳴
雪
選
の
俳
句
欄

に
投
稿
し
て
﹁
選
外
佳
作
に
な
っ
た
﹂
と
あ
る
が
、
筆
者
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

引
用
に
あ
た
り
仮
名
遣
い
は
﹁
年
譜
﹂
記
載
の
と
お
り
と
し
た
。

足
袋
を
つ
ぐ
ば
あ
さ
ん
日
な
た
ぼ
っ
こ
か
な
︵
大
正
二
年
︶

秋
晴
れ
の
屋
根
に
立
ち
た
る
男
か
な
︵
大
正
八
年
︶

穢
多
町
に
い
た
る
小
径
や
赤
蜻
蛉
︵
大
正
八
年
︶

病
人
夢
の
話
を
す
る
朝
の
白
い
蒲
団
︵
大
正
九
年
︶

兄
弟
が
寝
つ
い
た
夜
の
噴
水
︵
大
正
九
年
︶

眠
り
草
実
と
な
る
日
な
た
が
あ
る
︵
大
正
一
二
年
︶

枯
木
が
曲
っ
た
家
を
憶
え
て
い
る
︵
大
正
一
二
年
︶

冬
木
が
く
ね
つ
た
家
を
憶
え
て
ゐ
る
︵
大
正
一
四
年
︶

⑵
　﹁
年
譜
﹂
六
四
七
頁
。

⑶
　﹁
年
譜
﹂
六
四
八
頁
。

⑷
　
当
時
は
本
名
﹁
村
野
四
郎
﹂、
筆
名
﹁
村
野
哀
醒
﹂﹁
村
野
哀
醒
子
﹂
で
投
稿
し
て
い

た
。
同
じ
号
に
異
な
る
名
前
で
投
稿
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
稿
第
五
章
﹁
資

料
編
﹂
の
備
考
及
び
注
⒅
⒆
⒇
�
を
参
照
。﹁
中
央
文
学
﹂︵
第
五
巻
第
一
一
号
︶
に

は
﹁
投
稿
家
諸
氏
に
﹂
に
お
い
て
﹁
短
歌
俳
句
な
ど
で
、
一
人
三
首
の
規
定
を
守
ら

な
い
許
り
か
亥
し
名
前
を
変
へ
て
二
人
分
三
人
分
に
し
て
出
す
人
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
云
ふ
事
は
慎
ん
で
下
さ
い
。
当
方
で
も
注
意
し
ま
す
。﹂︵
一
七
頁
︶
と
の
注
意
書

き
が
あ
る
。

⑸
　
荻
原
井
泉
水
﹁
選
後
に
﹂︵﹁
中
央
文
学
﹂︵
第
五
巻
第
四
号
︶
大
正
一
〇
年
四
月
、
一

九
〇
頁
。
荻
原
井
泉
水
﹁
選
後
に
﹂︵﹁
中
央
文
学
﹂︵
第
五
巻
第
六
号
︶
大
正
一
〇
年

六
月
、
一
三
頁
。

⑹
　
荻
原
井
泉
水
﹁
選
後
に
﹂︵﹁
中
央
文
学
﹂︵
第
五
巻
第
九
号
︶
大
正
一
〇
年
九
月
、
一

四
頁
。

⑺
　
荻
原
井
泉
水
﹃
新
し
き
俳
句
の
作
り
方
﹄︵
日
本
評
論
社
、
大
正
一
〇
年
八
月
、
一
二

五
頁
~
一
二
七
頁
︶
の
﹁
型
よ
り
入
る
勿
れ
﹂
の
章
に
拠
る
。

⑻
　
上
村
直
己
﹁
初
期
﹃
層
雲
﹄
と
ド
イ
ツ
文
学
﹂︵﹃
熊
本
大
学
教
養
部
紀
要
　
外
国
語
・

外
国
文
学
編
﹄
第
一
五
号
、
一
九
八
〇
年
、
六
五
頁
~
七
六
頁
︶
に
詳
し
い
。

⑼
　
唐
沢
柳
三
﹁
層
雲
﹂︵﹃
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
第
五
巻
﹄
講
談
社
、
昭
和
五
二
年
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一
九
三
六
年
一
二
月

一
九
三
七
年
　
一
月

一
九
四
一
年
　
八
月

一
九
四
二
年
　
一
月

竹
林
に
火
も
え
て
あ
か
し
今
朝
の
冬

悔
も
な
き
光
に
さ
め
て
屋
根
の
霜

眠
り
く
す
り
畳
に
ひ
ら
ふ
夜
寒
か
な

足
袋
は
け
ば
爪
さ
き
痛
し
菊
の
朝

い
ち
に
ち
を
な
で
ま
深
き
靄
の
冬

枯
れ
菊
の
む
ご
く
折
ら
る
る
ひ
な
た
か
な

感か

冒ぜ

熱
の
目
に
い
ら
だ
た
し
菊
の
枯
れ

炉
の
煤
を
す
つ
る
畠
の
薺
か
な

煖
炉
除と

る
手
に
つ
く
煤
を
か
な
し
み
ぬ

煖
炉
除と

る
妻
し
ど
け
な
く
春
め
き
ぬ

紫
陽
花
の
む
ら
さ
き
く
ら
く
読よ書
み
倦
め
る

憂
き
日
々
や
し
げ
り
て
深
き
う
ま
ご
や
し

か
な
か
な
や
棚
こ
わ
れ
ゐ
る
蔬
菜
園

寝
不
足
の
顔
む
く
み
ゐ
る
青
葉
か
げ

す
ず
し
さ
や
睡
り
の
た
ら
ぬ
鳰
の
か
ほ

わ
が
家
の
芹
き
よ
ら
か
に
薄う
す

氷ら
ひ

す

て
ら
て
ら
と
道
は
あ
り
け
り
梅
も
ど
き

山
茶
花
に
と
ほ
く
陽
の
没
る
冬
居
か
な

庭
松
の
尖
り
葉
み
ぞ
れ
暮
れ
に
け
り

枇
杷
の
花
こ
ぼ
れ
て
廊
下
つ
や
や
か
に

茶
の
花
に
人
征
か
し
め
て
暮
れ
に
け
り

「
風
流
陣
」（
第
一
四
冊
）
一
二
月

「
風
流
陣
」（
第
一
四
冊
）
一
二
月

「
風
流
陣
」（
第
一
四
冊
）
一
二
月

「
風
流
陣
」（
第
一
四
冊
）
一
二
月

「
風
流
陣
」（
第
一
四
冊
）
一
二
月

「
風
流
陣
」（
第
一
五
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
一
五
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
一
五
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
一
五
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
一
五
冊
）
一
月

「
文
芸
汎
論
」（
第
一
一
巻
第
八
号
）
八
月

「
文
芸
汎
論
」（
第
一
一
巻
第
八
号
）
八
月

「
文
芸
汎
論
」（
第
一
一
巻
第
八
号
）
八
月

「
文
芸
汎
論
」（
第
一
一
巻
第
八
号
）
八
月

「
文
芸
汎
論
」（
第
一
一
巻
第
八
号
）
八
月

「
風
流
陣
」（
第
五
六
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
五
六
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
五
六
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
五
六
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
五
六
冊
）
一
月

「
風
流
陣
」（
第
五
六
冊
）
一
月

《
深
冬
懈
怠
》

《
深
冬
懈
怠
》

《
深
冬
懈
怠
》

《
深
冬
懈
怠
》

《
深
冬
懈
怠
》

《
郊
外
早
春
》

《
郊
外
早
春
》

《
郊
外
早
春
》

《
郊
外
早
春
》

《
郊
外
早
春
》

《
田
園
悲
歌
》

《
田
園
悲
歌
》

《
田
園
悲
歌
》

《
田
園
悲
歌
》

《
田
園
悲
歌
》

《
芹
》

《
芹
》

《
芹
》

�
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一
九
三
六
年
　
五
月

六
月

七
月

八
月

一
〇
月

　
　
　
　
　
一
一
月

古
き
家
の
灯
の
も
と
か
な
し
野
び
ろ
味
噌

本
の
上
に
い
ね
た
る
子
ろ
や
遠
蛙

古
里
は
花
な
き
樹
々
の
茂
り
た
る

あ
ざ
け
り
を
身
近
く
き
け
ば
行
々
子

砂
を
匍
ふ
野
茨
さ
き
て
ほ
の
暑
き

足
よ
わ
を
嘆
け
る
妻
や
茨ば
ら

の
は
な

ハ
ン
カ
チ
に
野
苺
つ
つ
む
妻
な
り
し

昼
く
れ
ば
虎い
た
ど
り

杖
草
の
葉
も
熱
く
し
て

く
る
し
く
笑
ひ
虎
杖
草
な
ど
折
り
ぬ

水
ぎ
わ
の
花
い
ろ
う
す
き
薄
暑
か
な

憂
き
日
々
や
し
げ
り
て
ふ
か
き
苜
う
ま
ご
や
し蓿

は
か
な
ご
と
お
も
へ
ば
鳴
り
ぬ
蚊
帳
の
鐶

雑
魚
笊
に
ま
じ
れ
る
蟹
の
明
け
や
す
き

朝
す
ず
し
凋
み
て
く
ろ
き
花
あ
ふ
ひ

梢う
れ

に
な
く
蛙
も
多
磨
の
か
た
ほ
と
り

咲
き
の
ぼ
る
蜀あ
ふ
ひ葵
の
日
日
を
倦
み
に
け
り

稲
妻
に
紫
陽
花
み
え
し
庭
の
す
み

夏
お
そ
き
み
そ
は
ぎ
の
茎
あ
か
く
し
て

も
の
う
げ
に
コ
ス
モ
ス
避
け
て
ひ
と
行
き
ぬ

顔
あ
つ
く
醉
ふ
て
も
ど
る
や
菊
の
花

螽は
た

斯は
た

に
お
び
え
し
様さ

子ま

も
暮
れ
は
て
ぬ

傾
き
て
鶏
頭
あ
り
し
脊
戸
の
水

木
犀
や
生た
つ
き活
に
し
げ
き
う
れ
ひ
ご
と

ゆ
く
秋
や
雨
に
ぬ
れ
た
る
茸
と
り

紫
苑
た
か
し
冬
づ
く
こ
ろ
の
夕
け
む
り

「
風
流
陣
」（
第
七
冊
）
五
月

「
風
流
陣
」（
第
七
冊
）
五
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
一
〇
冊
）
八
月

「
風
流
陣
」（
第
一
〇
冊
）
八
月

「
風
流
陣
」（
第
一
二
冊
）
一
〇
月

「
風
流
陣
」（
第
一
二
冊
）
一
〇
月

「
風
流
陣
」（
第
一
二
冊
）
一
〇
月

「
風
流
陣
」（
第
一
二
冊
）
一
〇
月

「
風
流
陣
」（
第
一
三
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
一
三
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
一
三
冊
）
一
一
月

《
樹
の
花
》〈
古
里
多
磨
に
て
〉

《
樹
の
花
》

《
茨
の
花
》〈
古
里
多
磨
に
て
〉

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

�《
二
句
》

《
二
句
》

《
秋
日
》

《
秋
日
》

《
秋
日
》〈
武
蔵
野
を
あ
る
く
〉

《
秋
日
》

《
冬
日
》

《
冬
日
》〈
鹽
原
に
て
〉

《
冬
日
》
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一
九
三
六
年
　
五
月

六
月

七
月

八
月

一
〇
月

　
　
　
　
　
一
一
月

古
き
家
の
灯
の
も
と
か
な
し
野
び
ろ
味
噌

本
の
上
に
い
ね
た
る
子
ろ
や
遠
蛙

古
里
は
花
な
き
樹
々
の
茂
り
た
る

あ
ざ
け
り
を
身
近
く
き
け
ば
行
々
子

砂
を
匍
ふ
野
茨
さ
き
て
ほ
の
暑
き

足
よ
わ
を
嘆
け
る
妻
や
茨ば
ら

の
は
な

ハ
ン
カ
チ
に
野
苺
つ
つ
む
妻
な
り
し

昼
く
れ
ば
虎い
た
ど
り

杖
草
の
葉
も
熱
く
し
て

く
る
し
く
笑
ひ
虎
杖
草
な
ど
折
り
ぬ

水
ぎ
わ
の
花
い
ろ
う
す
き
薄
暑
か
な

憂
き
日
々
や
し
げ
り
て
ふ
か
き
苜
う
ま
ご
や
し蓿

は
か
な
ご
と
お
も
へ
ば
鳴
り
ぬ
蚊
帳
の
鐶

雑
魚
笊
に
ま
じ
れ
る
蟹
の
明
け
や
す
き

朝
す
ず
し
凋
み
て
く
ろ
き
花
あ
ふ
ひ

梢う
れ

に
な
く
蛙
も
多
磨
の
か
た
ほ
と
り

咲
き
の
ぼ
る
蜀あ
ふ
ひ葵
の
日
日
を
倦
み
に
け
り

稲
妻
に
紫
陽
花
み
え
し
庭
の
す
み

夏
お
そ
き
み
そ
は
ぎ
の
茎
あ
か
く
し
て

も
の
う
げ
に
コ
ス
モ
ス
避
け
て
ひ
と
行
き
ぬ

顔
あ
つ
く
醉
ふ
て
も
ど
る
や
菊
の
花

螽は
た

斯は
た

に
お
び
え
し
様さ

子ま

も
暮
れ
は
て
ぬ

傾
き
て
鶏
頭
あ
り
し
脊
戸
の
水

木
犀
や
生た
つ
き活
に
し
げ
き
う
れ
ひ
ご
と

ゆ
く
秋
や
雨
に
ぬ
れ
た
る
茸
と
り

紫
苑
た
か
し
冬
づ
く
こ
ろ
の
夕
け
む
り

「
風
流
陣
」（
第
七
冊
）
五
月

「
風
流
陣
」（
第
七
冊
）
五
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
八
冊
）
六
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
九
冊
）
七
月

「
風
流
陣
」（
第
一
〇
冊
）
八
月

「
風
流
陣
」（
第
一
〇
冊
）
八
月

「
風
流
陣
」（
第
一
二
冊
）
一
〇
月

「
風
流
陣
」（
第
一
二
冊
）
一
〇
月

「
風
流
陣
」（
第
一
二
冊
）
一
〇
月

「
風
流
陣
」（
第
一
二
冊
）
一
〇
月

「
風
流
陣
」（
第
一
三
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
一
三
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
一
三
冊
）
一
一
月

《
樹
の
花
》〈
古
里
多
磨
に
て
〉

《
樹
の
花
》

《
茨
の
花
》〈
古
里
多
磨
に
て
〉

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
茨
の
花
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

《
花
あ
ふ
ひ
》

�《
二
句
》

《
二
句
》

《
秋
日
》

《
秋
日
》

《
秋
日
》〈
武
蔵
野
を
あ
る
く
〉

《
秋
日
》

《
冬
日
》

《
冬
日
》〈
鹽
原
に
て
〉

《
冬
日
》
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一
九
二
四
年
一
一
月

一
九
三
五
年
一
一
月

一
九
三
六
年
　
二
月

四
月

五
月

夏
が
行
か
う
と
す
る
木
雨
の
庭
の
う
つ
く
し
き
鶏

厠
か
ら
た
ば
こ
の
煙
な
が
し
ゐ
て
も
の
う
き
秋
雨

小
児
叢
か
ら
手
を
あ
げ
水
郷
の
夏
が
ふ
け
て
ゐ
る

草
の
葉
に
魚
刺
し
て
蓮
田
の
し
ぐ
れ
道
子
が
く
る

魚
す
く
ふ
児
の
尻
が
ま
る
い
青
田
の
雨
霽
れ

は
や
秋
草
な
ど
さ
し
机
に
よ
り
て
は
か
な
げ
な
妹

芙
蓉
に
佇
み
は
か
な
き
写
真
を
と
ら
せ
る
お
と
め

厠
の
お
と
か
た
こ
と
明
け
て
ひ
ぐ
ら
し

蛼
鳴
き
蛼
の
こ
と
手
紙
に
か
い
て

ね
む
り
草
が
実
と
な
る
日
な
た
が
あ
る

夏
痩
か
こ
ち
芙
蓉
に
た
ち
て
撮と

影ら

せ
る

別
れ
た
夜
は
桑
畑
の
駅
の
す
い
つ
ち
よ

茶
の
花
の
ひ
と
日
は
暗
く
あ
り
に
け
り

芝
枯
れ
や
悔
い
る
こ
こ
ろ
の
あ
り
な
が
ら

福
寿
草
ほ
ゝ
け
し
影
と
な
り
け
り

籠
り
居
の
ま
さ
眼
に
う
さ
し
枇
杷
の
花

柊
の
か
が
や
く
門
に
お
と
づ
れ
ぬ

修
善
寺
の
厠
に
見
た
る
桜
か
な

相
模
路
は
埃
に
く
る
ゝ
桜
か
な

吹
き
く
れ
し
本
の
上
な
る
梅
の
蕚

夜
く
だ
ち
痴し

れ
て
も
ど
る
や
沈
丁
花

そ
ゝ
く
さ
と
も
ど
り
し
宿
の
枇
杷
の
花

お
こ
た
れ
ば
照
る
日
も
う
さ
し
柿
若
葉

う
れ
へ
げ
に
人
あ
ゆ
み
く
る
若
葉
道

五
月
か
ぜ
樹
の
間
に
ひ
そ
む
花
あ
り
き

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
二
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
二
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
二
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
二
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
二
冊
）
一
一
月

「
風
流
陣
」（
第
四
冊
）
二
月

「
風
流
陣
」（
第
四
冊
）
二
月

「
風
流
陣
」（
第
四
冊
）
二
月

「
風
流
陣
」（
第
四
冊
）
二
月

「
風
流
陣
」（
第
四
冊
）
二
月

「
風
流
陣
」（
第
六
冊
）
四
月

「
風
流
陣
」（
第
六
冊
）
四
月

「
風
流
陣
」（
第
六
冊
）
四
月

「
風
流
陣
」（
第
六
冊
）
四
月

「
風
流
陣
」（
第
六
冊
）
四
月

「
風
流
陣
」（
第
七
冊
）
五
月

「
風
流
陣
」（
第
七
冊
）
五
月

「
風
流
陣
」（
第
七
冊
）
五
月

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
手
紙
》

《
手
紙
》

《
手
紙
》

《
手
紙
》

《
手
紙
》

《
茶
の
花
》

《
茶
の
花
》

《
茶
の
花
》

《
茶
の
花
》

《
茶
の
花
》

《
梅
の
蕚
》

《
梅
の
蕚
》

《
梅
の
蕚
》

《
梅
の
蕚
》

《
梅
の
蕚
》

《
樹
の
花
》

《
樹
の
花
》

《
樹
の
花
》
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一
九
二
四
年
　
八
月

一
一
月

春
の
夜
の
煮
豆
か
う
て
き
て
母
と
た
べ
て
ゐ
る

畑
風
青
々
い
れ
て
モ
オ
ト
ル
が
廻
り
を
る
郊
外

鉄
縁
の
眼
鏡
か
け
君
ゐ
る
夕
く
れ
の
窓
に
お
と
づ
れ
る

そ
の
家
こ
の
家
の
少
女
う
る
は
し
き
古
里
の
夏
に
も
ど
る

木
苺
の
棘
に
か
か
れ
古
き
日
の
叢
で
て
く
る

蚕
眠
ら
せ
山
家
の
時
計
た
く
た
く
と
あ
る

何
か
は
げ
し
き
心
も
ち
薔
薇
の
虫
と
る
一
日

雑
草
の
び
る
だ
け
の
び
花
を
も
ち
た
る
さ
み
し
さ

夏
草
花
も
つ
家
へ
む
く
ろ
と
な
り
て
戻
り
し
か
（
姉
逝
く
四
句
）

不
孝
者
ぞ
と
言
は
れ
何
と
安
ら
か
な
仏
の
顔
し
て

夜
雨
暗
い
草
庭
か
ら
通
夜
僧
ぬ
れ
て
く
る

何
も
か
も
思
出
と
な
つ
た
雑
草
の
風
を
見
て
ゐ
る

囲
炉
裡
火
の
猛
け
き
に
里
言
葉
あ
ら
げ
し
た
し
み

火
種
も
死
ん
で
ゐ
た
風
夜
か
た
く
な
に
思
ふ
こ
と
の

街
空
た
か
く
枯
る
る
も
の
の
静
け
さ
に
住
み
ほ
ほ
け
る

提
灯
花
首
ふ
る
夕
く
れ
の
み
ち
子
を
負
ふ
て
く
る

浅
夜
の
瓜
も
み
き
ざ
む
小
婢
の
い
ぢ
ら
し
さ
あ
る

蜩
は
か
な
き
窓
か
ら
暗
い
顔
を
出
し
て
ゐ
る

秋
蝉
し
い
し
い
と
切
な
き
山
家
の
法
要
に
く
る

白
絣
の
若
者
と
し
背
丈
見
ら
る
る
淋
し
さ
で
あ
る

夜
に
お
ち
そ
こ
ね
た
月
が
あ
る
野
菜
畑
に
は
た
ら
く

く
ら
げ
も
乳
房
の
や
う
に
優
し
い
海
べ
に
て
恋
ふ
る
こ
と

月
が
と
ほ
る
野
菜
畑
の
一
つ
家
の
夜
し
ご
と

玉
蜀
黍
ぼ
ろ
ぼ
ろ
食
み
こ
ぼ
し
憂
な
く
生
き
る

木
椅
子
に
よ
れ
る
昼
ご
ろ
を
ほ
が
ら
か
に
居
る

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》
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一
九
二
四
年
　
八
月

一
一
月

春
の
夜
の
煮
豆
か
う
て
き
て
母
と
た
べ
て
ゐ
る

畑
風
青
々
い
れ
て
モ
オ
ト
ル
が
廻
り
を
る
郊
外

鉄
縁
の
眼
鏡
か
け
君
ゐ
る
夕
く
れ
の
窓
に
お
と
づ
れ
る

そ
の
家
こ
の
家
の
少
女
う
る
は
し
き
古
里
の
夏
に
も
ど
る

木
苺
の
棘
に
か
か
れ
古
き
日
の
叢
で
て
く
る

蚕
眠
ら
せ
山
家
の
時
計
た
く
た
く
と
あ
る

何
か
は
げ
し
き
心
も
ち
薔
薇
の
虫
と
る
一
日

雑
草
の
び
る
だ
け
の
び
花
を
も
ち
た
る
さ
み
し
さ

夏
草
花
も
つ
家
へ
む
く
ろ
と
な
り
て
戻
り
し
か
（
姉
逝
く
四
句
）

不
孝
者
ぞ
と
言
は
れ
何
と
安
ら
か
な
仏
の
顔
し
て

夜
雨
暗
い
草
庭
か
ら
通
夜
僧
ぬ
れ
て
く
る

何
も
か
も
思
出
と
な
つ
た
雑
草
の
風
を
見
て
ゐ
る

囲
炉
裡
火
の
猛
け
き
に
里
言
葉
あ
ら
げ
し
た
し
み

火
種
も
死
ん
で
ゐ
た
風
夜
か
た
く
な
に
思
ふ
こ
と
の

街
空
た
か
く
枯
る
る
も
の
の
静
け
さ
に
住
み
ほ
ほ
け
る

提
灯
花
首
ふ
る
夕
く
れ
の
み
ち
子
を
負
ふ
て
く
る

浅
夜
の
瓜
も
み
き
ざ
む
小
婢
の
い
ぢ
ら
し
さ
あ
る

蜩
は
か
な
き
窓
か
ら
暗
い
顔
を
出
し
て
ゐ
る

秋
蝉
し
い
し
い
と
切
な
き
山
家
の
法
要
に
く
る

白
絣
の
若
者
と
し
背
丈
見
ら
る
る
淋
し
さ
で
あ
る

夜
に
お
ち
そ
こ
ね
た
月
が
あ
る
野
菜
畑
に
は
た
ら
く

く
ら
げ
も
乳
房
の
や
う
に
優
し
い
海
べ
に
て
恋
ふ
る
こ
と

月
が
と
ほ
る
野
菜
畑
の
一
つ
家
の
夜
し
ご
と

玉
蜀
黍
ぼ
ろ
ぼ
ろ
食
み
こ
ぼ
し
憂
な
く
生
き
る

木
椅
子
に
よ
れ
る
昼
ご
ろ
を
ほ
が
ら
か
に
居
る

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
七
号
）
一
一
月

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
雑
草
の
花
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

《
夏
ゆ
く
こ
ろ
》

（15） 崇城大学　紀要　第47号

一
九
二
三
年
一
二
月

一
九
二
四
年
　
三
月

　
　
　
　
　
　
八
月

故
里
の
む
く
げ
お
ぼ
ろ
な
る
昼
間
の
鳩
が
鳴
い
て

大
い
風
琴
な
ら
し
行
く
町
の
夕
暮
古
ぼ
け

夕
べ
の
風
琴
お
し
て
わ
び
し
い
声
を
は
か
せ
る

田
舎
は
わ
び
し
い
秋
雨
の
厠
に
て
本
を
見
て
ゐ
る

雨
な
が
ら
の
夕
日
は
か
な
き
紫
蘇
を
摘
み
て
ゐ
る

松
葉
牡
丹
眠
た
う
な
り
し
夕
べ
の
本
よ
み
疲
れ
る

穂
す
す
き
や
さ
し
う
首
か
た
げ
た
る
月
に
さ
さ
ぐ
る

児
供
ら
裸
な
る
水
べ
の
土
用
の
青
草

毛
虫
焼
く
ま
昼
の
火
を
も
や
し
土
用
の
子
供
ら

百
姓
冷
た
い
鎌
も
ち
て
熟
れ
麦
の
雨
に
出
る

月
夜
朧
な
る
街
の
子
の
か
な
し
う
遊
び
を
る
さ
ま

死
ん
だ
馬
牽
く
馬
が
長
雨
の
青
草
を
た
べ
て

桐
の
実
が
飛
ん
で
く
る
風
の
日
の
仕
事
に
疲
れ
る

研
ぎ
屋
小
さ
い
荷
を
し
ま
ひ
寒
い
寝
鳥
に
鳴
か
れ
て

ね
む
た
い
児
裸
に
し
て
ぬ
く
と
い
雨
夜
の
蚤
と
る

け
も
の
が
寝
こ
ろ
ぶ
冬
日
向
に
て
思
ふ
こ
と
淋
し

野
芝
居
の
提
灯
つ
け
て
桑
原
の
青
い
夜
を
行
く

子
供
が
写
生
す
る
枯
木
立
の
深
い
か
ば
色

秋
陽
寂
し
う
ま
は
り
を
る
山
畑
の
土
龍
捕
り
掛
け
る

首
な
が
い
花
が
咲
く
秋
も
淋
し
う
恋
ひ
つ
づ
け
て

今
も
恋
し
き
草
の
実
を
ふ
ん
で
別
れ
た
そ
の
頃

こ
こ
の
枯
野
で
見
え
る
寒
い
日
の
海
の
魚
啄
く
鳥

竹
藪
の
向
ふ
に
も
ゆ
る
火
の
真
赤
に
て
田
舎
は
初
冬

返
り
咲
き
は
か
な
き
日
和
に
て
赤
児
を
笑
は
せ
る

棕
櫚
の
樹
毛
ぶ
か
く
て
悔
も
な
き
冬
と
て

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
〇
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
四
巻
第
四
号
）
八
月

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
火
》

《
雑
草
の
花
》
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一
九
二
三
年
　
八
月

一
一
月

一
二
月

悩
み
日
に
日
に
煙
る
暑
さ
松
の
花
さ
け
り

父
の
法
会
に
ま
い
り
苦
い
蕗
の
薹
食
は
さ
る
る

葭
切
に
鳴
き
せ
か
る
る
古
里
の
細
橋
わ
た
る

窓
あ
け
て
飯
を
は
み
を
る
女
の
貧
し
い
夕
景

山
の
仏
迎
へ
る
夜
道
に
せ
ま
り
て
荒
い
木
の
葉

仏
の
せ
た
る
火
を
か
ざ
し
走
り
狂
へ
り

雨
の
蜩
に
し
つ
ぽ
り
と
客
が
濡
れ
て
来
て
暮
れ

子
供
裸
に
て
油
買
ひ
に
来
る
夕
べ
の
木
槿

か
し
こ
い
顔
し
て
子
が
蝉
鳴
か
せ
持
て
く
る

き
り
ぎ
り
す
青
う
鳴
か
せ
て
細
々
と
病
人
が
啜
る
も
の

古
び
た
提
灯
で
母
が
土
蔵
か
ら
出
て
く
る
月
夜

花
鉢
の
如
く
し
づ
か
に
心
を
お
か
う
よ

逞
し
い
鶏
が
道
に
出
て
夕
日
が
淋
し
い
山
里

或
時
は
虫
籠
み
る
程
の
心
の
安
け
さ
も
ち
て

お
ば
ば
の
黒
い
眼
鏡
な
つ
か
し
い
夕
べ
の
蜩

君
と
来
て
う
れ
し
い
山
蔭
の
青
い
栗
の
つ
ぶ
ら
実
（
岡
君
を
訪
ふ
）

な
や
ま
し
き
夏
に
ゐ
て
瓜
も
み
凉
う
作
り
て
た
う
べ

焼
酎
瓶
土
間
に
お
い
て
こ
こ
の
秋
深
い
山
家
（
名
栗
に
て
三
句
）

雨
の
に
は
と
り
の
遊
ぶ
見
て
山
家
の
廁
に
ゐ
る

秋
風
の
家
に
来
る
子
は
ち
す
の
花
真
白
に
持
ち
て

唐
蜀
黍
は
む
子
の
歯
の
美
し
く
夕
月
見
て
ゐ
る

小
さ
い
夕
日
が
落
ち
て
行
く
人
参
の
種
ま
い
て
ゐ
る

瓢
お
ど
け
て
下
る
軒
先
の
朝
の
飯
く
ふ
親
子

厠
の
窓
か
ら
見
え
る
茗
荷
畑
の
雨
音
青
い

深
き
葉
蔭
の
夏
病
み
の
さ
み
し
い
子
を
遊
ば
せ
る

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》
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一
九
二
三
年
　
八
月

一
一
月

一
二
月

悩
み
日
に
日
に
煙
る
暑
さ
松
の
花
さ
け
り

父
の
法
会
に
ま
い
り
苦
い
蕗
の
薹
食
は
さ
る
る

葭
切
に
鳴
き
せ
か
る
る
古
里
の
細
橋
わ
た
る

窓
あ
け
て
飯
を
は
み
を
る
女
の
貧
し
い
夕
景

山
の
仏
迎
へ
る
夜
道
に
せ
ま
り
て
荒
い
木
の
葉

仏
の
せ
た
る
火
を
か
ざ
し
走
り
狂
へ
り

雨
の
蜩
に
し
つ
ぽ
り
と
客
が
濡
れ
て
来
て
暮
れ

子
供
裸
に
て
油
買
ひ
に
来
る
夕
べ
の
木
槿

か
し
こ
い
顔
し
て
子
が
蝉
鳴
か
せ
持
て
く
る

き
り
ぎ
り
す
青
う
鳴
か
せ
て
細
々
と
病
人
が
啜
る
も
の

古
び
た
提
灯
で
母
が
土
蔵
か
ら
出
て
く
る
月
夜

花
鉢
の
如
く
し
づ
か
に
心
を
お
か
う
よ

逞
し
い
鶏
が
道
に
出
て
夕
日
が
淋
し
い
山
里

或
時
は
虫
籠
み
る
程
の
心
の
安
け
さ
も
ち
て

お
ば
ば
の
黒
い
眼
鏡
な
つ
か
し
い
夕
べ
の
蜩

君
と
来
て
う
れ
し
い
山
蔭
の
青
い
栗
の
つ
ぶ
ら
実
（
岡
君
を
訪
ふ
）

な
や
ま
し
き
夏
に
ゐ
て
瓜
も
み
凉
う
作
り
て
た
う
べ

焼
酎
瓶
土
間
に
お
い
て
こ
こ
の
秋
深
い
山
家
（
名
栗
に
て
三
句
）

雨
の
に
は
と
り
の
遊
ぶ
見
て
山
家
の
廁
に
ゐ
る

秋
風
の
家
に
来
る
子
は
ち
す
の
花
真
白
に
持
ち
て

唐
蜀
黍
は
む
子
の
歯
の
美
し
く
夕
月
見
て
ゐ
る

小
さ
い
夕
日
が
落
ち
て
行
く
人
参
の
種
ま
い
て
ゐ
る

瓢
お
ど
け
て
下
る
軒
先
の
朝
の
飯
く
ふ
親
子

厠
の
窓
か
ら
見
え
る
茗
荷
畑
の
雨
音
青
い

深
き
葉
蔭
の
夏
病
み
の
さ
み
し
い
子
を
遊
ば
せ
る

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
七
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
八
号
）
一
二
月

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
花
鉢
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

《
い
な
か
の
秋
》

（13） 崇城大学　紀要　第47号

一
九
二
三
年
　
六
月

八
月

浅
蜊
汁
す
す
り
今
日
は
朝
か
ら
真
青
な
お
天
気

葱
坊
主
ほ
ほ
け
た
る
あ
た
り
こ
ぼ
れ
ゐ
て
古
い
思
出

の
び
ろ
長
い
ひ
げ
乱
し
田
舎
の
春
が
ほ
ほ
け
て

梅
の
花
も
よ
ご
れ
し
古
里
の
母
が
ぼ
ろ
縫
ふ

雀
花
か
ら
こ
ろ
げ
古
里
は
梅
の
ま
さ
か
り

古
い
記
憶
が
眼
ざ
め
木
が
木
が
葉
を
ほ
ご
す

葱
坊
主
の
細
道
さ
び
し
く
て
子
が
帰
り
く
る
昼

桜
や
さ
し
き
夕
べ
の
足
弱
い
病
人
あ
る
か
せ
る

桜
ぬ
く
と
き
夜
の
古
里
の
先
生
の
お
る
が
ん

蛙
う
れ
し
い
恋
す
る
宵
を
と
も
し
て
船
頭
親
子

昼
は
豌
豆
の
白
い
村
へ
き
て
す
こ
し
疲
れ
た
る
（
大
垂
水
二
句
）

山
の
鳥
が
来
て
啼
く
里
の
籠
屋
明
る
い
籠
あ
む

母
よ
眼
を
病
み
て
久
し
き
椿
の
花
も
腐
れ
て

つ
ば
な
の
淡
き
は
か
な
き
思
ひ
噛
み
て
あ
る
か
な

母
が
の
び
し
爪
淋
し
う
蕗
の
薹
摘
み
と
ら
う
と
す
る

子
を
負
ひ
て
家
出
る
昼
の
木
の
上
に
蛙
が
な
い
て

太
陽
青
め
る
樹
の
蛙
の
幼
け
な
き
声
さ
へ
五
月

月
は
少
年
の
如
く
青
ざ
め
て
色
町
の
夜
空
に
か
か
り

雨
の
日
の
た
ん
ぽ
ぽ
つ
ぼ
ん
だ
ま
ま
の
親
し
き
か
は
た
れ

桜
ん
ぼ
う
拾
は
う
子
に
ま
じ
り
淋
し
き
も
の
拾
ふ
か
な

恋
唄
ほ
そ
ぼ
そ
唄
ひ
行
く
昼
を
は
か
な
き
野
い
ば
ら

桜
の
実
の
青
き
葉
蔭
に
て
か
た
く
誓
ひ
し
言
葉

古
里
の
子
の
手
を
ひ
き
さ
み
し
き
夏
河
わ
た
る

鶏
音
遠
く
も
て
来
る
昼
風
の
淋
し
い
湯
に
ひ
た
り
を
る

何
も
か
も
言
は
う
心
よ
り
そ
ひ
夜
の
明
る
い
蛙
に
な
か
る
る

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
五
号
）
八
月

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》

《
桜
の
実
》
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一
九
二
三
年
　
三
月

四
月

六
月

淋
し
き
音
立
て
て
夜
更
け
て
蟹
を
食
べ
け
り

雪
に
な
り
さ
う
な
窓
か
ら
竹
馬
の
子
が
覗
い
て

鶏
に
石
投
ぐ
る
姿
の
母
よ
老
い
け
り
な
あ
わ
れ

竹
藪
ゆ
ん
わ
り
吹
か
る
る
明
方
の
餅
を
つ
い
て
ゐ
る

淋
し
き
思
ひ
出
の
山
の
松
黒
い
松
か
さ
こ
と
し
も
つ
け
て

日
な
か
葬
ひ
馬
車
の
冷
た
い
風
に
あ
ほ
ら
る
る

お
び
え
啼
く
け
も
の
の
夜
の
底
の
赤
き
火
を
く
づ
す

心
ま
つ
た
く
離
れ
し
友
を
雪
解
の
闇
に
送
り
出
づ
る

病
人
夜
更
の
顔
覗
か
れ
薬
す
す
め
ら
れ
る

軒
の
闇
さ
み
し
く
て
雪
夜
の
洋
傘
を
つ
ぼ
め
る

山
陰
の
古
い
思
出
か
ら
と
ん
と
ん
初
午
の
明
る
い
太
鼓

白
ぼ
け
た
桑
原
人
が
出
て
夕
暮
見
て
ゐ
る

煙
草
さ
み
し
い
月
夜
の
煙
流
し
て
雪
道
も
ど
る

昼
の
木
の
風
さ
び
し
く
風
邪
の
薬
買
ひ
に
出
る

か
ら
た
ち
黒
ず
み
墓
参
の
ぬ
く
と
い
外
套
か
け
る

電
燈
の
紐
長
く
の
ば
し
て
夜
の
淋
し
い
仕
事
し
て
ゐ
る

雪
に
ひ
そ
け
き
昼
と
な
る
病
人
の
粥
を
煮
て
ゐ
る

を
と
め
か
わ
ゆ
く
息
吸
う
て
炭
火
吹
い
て
ゐ
る

枳
殻
に
冷
た
き
雫
と
な
る
ま
ま
に
雪
の
夜
と
な
る

鴉
の
声
の
仄
か
な
る
風
に
吹
か
れ
旅
を
つ
づ
け
る

あ
ま
り
に
青
い
空
の
一
す
ぢ
二
す
ぢ
の
雲
見
て
旅
に
出
る

こ
こ
山
里
深
い
鶏
の
と
さ
か
が
赤
き
早
春

子
が
欷
歔
つ
て
ゐ
る
あ
た
り
の
す
で
に
暗
い
木
の
芽

木
の
葉
口
に
あ
て
て
若
者
恋
し
い
心
を
鳴
ら
す

鼠
の
い
た
づ
ら
か
は
ゆ
く
古
里
の
夜
の
雨
と
な
る

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》
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一
九
二
三
年
　
三
月

四
月

六
月

淋
し
き
音
立
て
て
夜
更
け
て
蟹
を
食
べ
け
り

雪
に
な
り
さ
う
な
窓
か
ら
竹
馬
の
子
が
覗
い
て

鶏
に
石
投
ぐ
る
姿
の
母
よ
老
い
け
り
な
あ
わ
れ

竹
藪
ゆ
ん
わ
り
吹
か
る
る
明
方
の
餅
を
つ
い
て
ゐ
る

淋
し
き
思
ひ
出
の
山
の
松
黒
い
松
か
さ
こ
と
し
も
つ
け
て

日
な
か
葬
ひ
馬
車
の
冷
た
い
風
に
あ
ほ
ら
る
る

お
び
え
啼
く
け
も
の
の
夜
の
底
の
赤
き
火
を
く
づ
す

心
ま
つ
た
く
離
れ
し
友
を
雪
解
の
闇
に
送
り
出
づ
る

病
人
夜
更
の
顔
覗
か
れ
薬
す
す
め
ら
れ
る

軒
の
闇
さ
み
し
く
て
雪
夜
の
洋
傘
を
つ
ぼ
め
る

山
陰
の
古
い
思
出
か
ら
と
ん
と
ん
初
午
の
明
る
い
太
鼓

白
ぼ
け
た
桑
原
人
が
出
て
夕
暮
見
て
ゐ
る

煙
草
さ
み
し
い
月
夜
の
煙
流
し
て
雪
道
も
ど
る

昼
の
木
の
風
さ
び
し
く
風
邪
の
薬
買
ひ
に
出
る

か
ら
た
ち
黒
ず
み
墓
参
の
ぬ
く
と
い
外
套
か
け
る

電
燈
の
紐
長
く
の
ば
し
て
夜
の
淋
し
い
仕
事
し
て
ゐ
る

雪
に
ひ
そ
け
き
昼
と
な
る
病
人
の
粥
を
煮
て
ゐ
る

を
と
め
か
わ
ゆ
く
息
吸
う
て
炭
火
吹
い
て
ゐ
る

枳
殻
に
冷
た
き
雫
と
な
る
ま
ま
に
雪
の
夜
と
な
る

鴉
の
声
の
仄
か
な
る
風
に
吹
か
れ
旅
を
つ
づ
け
る

あ
ま
り
に
青
い
空
の
一
す
ぢ
二
す
ぢ
の
雲
見
て
旅
に
出
る

こ
こ
山
里
深
い
鶏
の
と
さ
か
が
赤
き
早
春

子
が
欷
歔
つ
て
ゐ
る
あ
た
り
の
す
で
に
暗
い
木
の
芽

木
の
葉
口
に
あ
て
て
若
者
恋
し
い
心
を
鳴
ら
す

鼠
の
い
た
づ
ら
か
は
ゆ
く
古
里
の
夜
の
雨
と
な
る

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
一
号
）
四
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
三
巻
第
三
号
）
六
月

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
か
ら
た
ち
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

《
古
里
の
春
》

（11） 崇城大学　紀要　第47号

一
九
二
二
年
一
〇
月

一
九
二
三
年
　
一
月

三
月

描
く
人
淋
し
い
野
の
色
の
絵
の
具
を
と
い
て

を
ん
な
湯
を
浴
び
る
音
の
つ
か
れ
た
深
夜
の
き
り
ぎ
り
す

母
を
求
め
泣
く
子
に
明
る
う
暮
る
る
木
の
葉

眼
鏡
屋
め
が
ね
磨
き
ゐ
て
町
は
夕
日
の
薄
れ
や
う

病
人
目
ざ
め
こ
り
こ
り
と
夜
更
の
梨
た
べ
て
ゐ
る

君
が
恋
し
い
夕
風
に
じ
ゆ
ず
だ
ま
草
ゆ
す
ら
る
る

夕
げ
と
も
し
き
青
菜
の
や
は
ら
か
さ
た
べ
て
暮
る
る

心
な
ご
ま
ぬ
夕
暮
の
ら
ん
ぷ
を
鉤
に
か
け
る

小
鳥
の
命
狙
ふ
子
が
息
は
づ
ま
せ
て
ゐ
る

心
ひ
そ
け
し
木
の
葉
ひ
そ
ひ
そ
囁
い
て
ひ
と
日

白
鶏
ひ
そ
け
く
歩
ま
せ
て
荒
海
が
見
ゆ
る
家
（
城
ヶ
島
）

額
に
あ
つ
き
荒
海
の
夕
陽
に
蟹
を
と
ら
へ
る
（
三
崎
）

子
が
一
ま
い
の
凧
を
飛
ば
し
て
冬
菜
畑
の
冷
い
太
陽

警
鐘
古
び
て
か
か
る
村
の
安
け
さ
に
憩
ひ
て

霖
雨
く
つ
き
り
晴
れ
し
木
の
枝
の
き
れ
い
な
雀
た
ち

少
年
ゐ
て
口
笛
吹
い
て
ゐ
る
冬
木
の
淋
し
い
枯
れ
や
う

子
の
顔
墨
つ
け
て
戻
り
し
暖
か
い
昼
の
冬
木

人
恋
ふ
る
夕
べ
の
八
ツ
手
が
寒
い
花
粉
こ
ぼ
し
て

小
さ
い
冬
の
陽
が
も
ゆ
る
飴
屋
き
て
鉦
を
鳴
ら
せ
り

夜
の
銀
杏
の
実
の
淋
し
さ
を
割
り
て
た
べ
割
り
て
た
べ
る

老
母
椅
子
に
よ
ら
せ
て
明
る
い
日
曜
の
さ
さ
ん
花

何
が
な
嬉
し
き
朝
の
炭
火
の
赤
さ
吹
く
か
な

休
み
日
の
冬
木
暖
か
い
蓑
虫
つ
け
て
ゐ
て
ひ
そ
け
さ

咽
喉
病
む
子
が
唅
ひ
し
て
ゐ
る
家
に
て
す
つ
か
り
暮
れ
て
る

雀
が
屋
根
は
し
る
音
の
こ
ま
か
い
夕
暮
の
寒
さ
に
ゐ
る

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
七
号
）
一
〇
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
七
号
）
一
〇
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
七
号
）
一
〇
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
一
二
号
）
三
月

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
夕
ぐ
れ
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》

《
冬
木
》
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一
九
二
二
年
　
一
月

三
月

五
月

七
月

八
月

九
月

一
〇
月

枯
草
の
こ
こ
耕
や
さ
れ
黒
土
の
淋
し
い
冬
菜

す
つ
か
り
冬
ら
し
い
家
の
窓
あ
け
て
人
が
見
て
を
る

一
日
安
け
か
り
し
夕
日
に
竹
が
ゆ
れ
て
ゐ
る

酔
ひ
し
れ
て
人
が
行
く
切
な
き
ま
で
の
月
光

夕
暮
の
人
混
み
に
行
き
し
子
犬
の
鈴
の
音
か
な

若
人
ら
淋
し
う
唄
ひ
上
ぐ
る
空
の
枯
木

蛙
の
闇
の
こ
こ
明
る
い
ま
ど
ひ
の
灯
と
も
り
を
る

巣
を
く
む
鳥
が
鳴
く
よ
今
朝
も
家
出
づ
る

船
と
船
静
か
に
寄
り
行
き
て
暮
れ
に
け
り

重
荷
ひ
く
人
の
影
く
つ
き
り
と
夏
が
来
し
大
地

道
草
の
色
冷
た
し
赤
児
の
車
お
し
て
行
く
か
な

熟
れ
麦
の
雨
明
る
し
び
つ
し
よ
り
と
濡
れ
て
家
あ
る

電
柱
の
瀬
戸
物
し
た
し
や
古
里
の
雨
が
晴
る
る

草
の
葉
草
の
葉
に
夕
日
が
す
い
て
淋
し
い
旅
人

病
人
あ
よ
む
地
に
立
ち
て
鳳
仙
花
の
逞
し
い
青
茎

淋
し
い
夜
風
と
な
り
し
し
ろ
じ
ろ
と
蒲
団
の
べ
け
り

夕
暮
の
郵
便
夫
疲
れ
て
道
の
べ
の
栗
の
花
た
る
る

朝
空
の
栗
の
花
静
か
に
牛
乳
を
す
す
る
病
人

わ
づ
か
ば
か
り
の
葵
に
水
打
ち
て
暮
る
る
安
け
さ

妹
い
け
て
呉
れ
し
真
赤
な
柘
榴
の
花
に
本
よ
む

百
姓
眼
を
上
ぐ
る
桃
の
実
の
真
青
に
野
が
晴
る
る

青
青
と
吹
か
れ
て
人
と
き
り
ぎ
り
す
淋
し
い
昼
原

言
葉
明
る
く
別
る
る
淋
し
さ
を
蜩
に
な
か
れ
け
り

油
に
描
か
る
る
田
舎
の
空
の
雲
も
な
い
空
色

よ
き
人
送
り
し
夏
お
そ
き
畑
の
青
空

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
二
号
）
五
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
二
号
）
五
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）
七
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）
七
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）
七
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）
七
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
七
号
）
一
〇
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
七
号
）
一
〇
月

村
野
哀
醒
子

（9） 崇城大学　紀要　第47号70



一
九
二
二
年
　
一
月

三
月

五
月

七
月

八
月

九
月

一
〇
月

枯
草
の
こ
こ
耕
や
さ
れ
黒
土
の
淋
し
い
冬
菜

す
つ
か
り
冬
ら
し
い
家
の
窓
あ
け
て
人
が
見
て
を
る

一
日
安
け
か
り
し
夕
日
に
竹
が
ゆ
れ
て
ゐ
る

酔
ひ
し
れ
て
人
が
行
く
切
な
き
ま
で
の
月
光

夕
暮
の
人
混
み
に
行
き
し
子
犬
の
鈴
の
音
か
な

若
人
ら
淋
し
う
唄
ひ
上
ぐ
る
空
の
枯
木

蛙
の
闇
の
こ
こ
明
る
い
ま
ど
ひ
の
灯
と
も
り
を
る

巣
を
く
む
鳥
が
鳴
く
よ
今
朝
も
家
出
づ
る

船
と
船
静
か
に
寄
り
行
き
て
暮
れ
に
け
り

重
荷
ひ
く
人
の
影
く
つ
き
り
と
夏
が
来
し
大
地

道
草
の
色
冷
た
し
赤
児
の
車
お
し
て
行
く
か
な

熟
れ
麦
の
雨
明
る
し
び
つ
し
よ
り
と
濡
れ
て
家
あ
る

電
柱
の
瀬
戸
物
し
た
し
や
古
里
の
雨
が
晴
る
る

草
の
葉
草
の
葉
に
夕
日
が
す
い
て
淋
し
い
旅
人

病
人
あ
よ
む
地
に
立
ち
て
鳳
仙
花
の
逞
し
い
青
茎

淋
し
い
夜
風
と
な
り
し
し
ろ
じ
ろ
と
蒲
団
の
べ
け
り

夕
暮
の
郵
便
夫
疲
れ
て
道
の
べ
の
栗
の
花
た
る
る

朝
空
の
栗
の
花
静
か
に
牛
乳
を
す
す
る
病
人

わ
づ
か
ば
か
り
の
葵
に
水
打
ち
て
暮
る
る
安
け
さ

妹
い
け
て
呉
れ
し
真
赤
な
柘
榴
の
花
に
本
よ
む

百
姓
眼
を
上
ぐ
る
桃
の
実
の
真
青
に
野
が
晴
る
る

青
青
と
吹
か
れ
て
人
と
き
り
ぎ
り
す
淋
し
い
昼
原

言
葉
明
る
く
別
る
る
淋
し
さ
を
蜩
に
な
か
れ
け
り

油
に
描
か
る
る
田
舎
の
空
の
雲
も
な
い
空
色

よ
き
人
送
り
し
夏
お
そ
き
畑
の
青
空

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
二
号
）
三
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
二
号
）
五
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
二
号
）
五
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）
七
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）
七
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）
七
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
四
号
）
七
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
五
号
）
八
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
六
号
）
九
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
七
号
）
一
〇
月

「
層
雲
」（
第
一
二
巻
第
七
号
）
一
〇
月

村
野
哀
醒
子

（9） 崇城大学　紀要　第47号

一
九
二
〇
年
一
一
月

　
　
　
　
　
一
二
月

一
九
二
一
年
　
一
月

　
　
　
　
　
　
二
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

一
〇
月

一
一
月

一
二
月

一
九
二
二
年
　
一
月

蓮
の
葉
い
ち
め
ん
に
水
汲
む
人
の
ゐ
る
朝

森
の
霧
の
静
ま
り
人
歩
み
く
る
音

陽
を
見
上
げ
た
る
小
僧
の
顔
白
い
顔
よ

一
日
の
仕
事
終
へ
し
夜
の
床
に
両
足
を
そ
ろ
へ

泣
か
う
と
来
し
野
に
は
草
暖
う
枯
れ
ゐ
て

陽
を
あ
び
て
病
人
が
た
べ
る
冷
い
く
だ
も
の

昼
深
い
陽
梢
に
か
ゝ
り
大
樹
伐
ら
る
る

風
邪
の
子
を
抱
い
て
額
に
あ
つ
い
程
の
日
向
よ

久
し
い
兄
弟
が
寝
つ
い
た
夜
の
噴
水

い
づ
こ
か
に
鶏
な
く
聞
え
て
東
京
は
静
か
な
月
夜

病
人
ゆ
め
の
話
を
す
る
朝
の
白
い
蒲
団

病
人
ゆ
め
の
話
を
す
る
朝
の
白
い
蒲
団

街
に
火
事
あ
る
郊
外
の
そ
よ
り
と
も
せ
ぬ
麦
畑

夕
仄
か
に
芒
葉
を
か
へ
し
病
人
と
歩
く

朝
の
ポ
ス
ト
に
落
す
友
へ
の
赤
い
絵
葉
書

や
さ
し
う
首
ふ
る
草
の
夕
べ
と
な
り
た
り

母
よ
鉢
木
青
う
う
た
せ
を
る
朝
雨
安
け
し

白
い
卵
掌
に
あ
り
ま
昼
心
の
音
さ
び
し

夕
の
葉
ひ
ら
ひ
ら
風
と
な
り
子
を
看
と
り
を
る

夕
の
葉
ひ
ら
ひ
ら
風
と
な
り
子
を
看
と
り
を
る

嵐
の
な
か
に
親
し
く
客
を
迎
へ
し
朝
な
り

重
き
車
の
音
き
い
て
深
き
眠
り
に
お
ち
た
り

白
う
手
を
釣
り
て
子
が
行
く
寒
い
昼
道

日
曜
の
陽
を
浴
び
て
こ
の
木
造
り
の
古
椅
子
よ

枯
れ
て
了
つ
た
林
よ
雨
よ
黒
い
洋
傘
が
寒
い

「
中
央
文
学
」（
第
四
巻
第
一
一
号
）
一
一
月

「
中
央
文
学
」（
第
四
巻
第
一
一
号
）
一
一
月

「
中
央
文
学
」（
第
四
巻
第
一
二
号
）
一
二
月

「
中
央
文
学
」（
第
四
巻
第
一
二
号
）
一
二
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
一
号
）
一
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
一
号
）
一
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
二
号
）
二
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
二
号
）
二
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
四
号
）
四
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
五
号
）
五
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
六
号
）
六
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
三
号
）
六
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
七
号
）
七
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
八
号
）
八
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
八
号
）
八
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
九
号
）
九
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
九
号
）
九
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
一
〇
号
）
一
〇
月

「
中
央
文
学
」（
第
五
巻
第
一
一
号
）
一
一
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
九
号
）
一
二
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
〇
号
）
一
月

「
層
雲
」（
第
一
一
巻
第
一
〇
号
）
一
月

村
野
哀
醒
⒅

村
野
哀
醒

村
野
哀
醒

村
野
哀
醒
子
⒆

村
野
哀
醒
⒇

村
野
哀
醒
子
＊
二
等

村
野
哀
醒
子
＊
一
等

村
野
哀
醒
子

＊
秀
逸

村
野
哀
醒
子
�
＊
秀
逸

村
野
哀
醒
子
＊
一
等

村
野
哀
醒
子
＊
一
等

＊
秀
逸

村
野
哀
醒
子

村
野
哀
醒
子

村
野
哀
醒
子

村
野
哀
醒
子

村
野
哀
醒
子

村
野
哀
醒
子

村
野
哀
醒
子
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五
、
資
料
編

凡
例一

、
発
表
年
月
、
作
品
本
文
、
所
収
雑
誌
の
順
に
記
載
し
、
年
譜
形
式
に
て
配
列
し
た
。
発
表
年
月
は
、
西
暦
で
記
載
し
た
。

二
、
作
品
は
、
一
九
一
九
︵
大
正
八
︶
年
か
ら
一
九
四
二
︵
昭
和
一
七
︶
年
ま
で
の
戦
前
の
俳
句
の
み
を
あ
げ
た
。

三
、
所
収
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
名
、
巻
号
等
、
発
行
月
の
順
に
記
し
、
巻
号
等
は
雑
誌
の
表
記
に
即
し
た
。

四
、 

備
考
欄
に
は
、
投
稿
の
筆
名
、
入
選
に
関
す
る
事
項
、
句
題
等
の
作
品
に
関
す
る
重
要
事
項
を
注
記
し
た
。
筆
名
﹁
村
野
哀
醒
﹂﹁
村
野
哀
醒
子
﹂
を
記
入
し
て
い
な
い

作
品
は
本
名
村
野
四
郎
で
の
掲
載
で
あ
る
。
入
選
に
つ
い
て
は
、
一
等
、
二
等
、
秀
逸
等
の
上
位
の
み
＊
を
付
し
て
記
載
、
句
題
は
︽
　
︾
で
記
載
し
た
。
な
お
前
書
は

原
則
と
し
て
︿
　
﹀
で
記
載
し
た
。
⒅
～
�
は
注
番
号
で
あ
る
。

参
考
文
献

・
大
野
純
編
﹁
村
野
四
郎
年
譜
﹂︵﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
八
月
︶

・ 

西
村
将
洋
﹁
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
　
俳
句
雑
誌
﹃
風
流
陣
﹄
総
目
次
︱﹁H

A
IK

A
I D

U
 JA

PO
N

﹂
の
軌
跡
︱
﹂︵﹁
同
志
社
国
文
学
﹂
第
五
九
号
、
平
成
一
五
年
一
二
月
︶

・
和
田
桂
子
編
﹃
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
　
第
21
巻
　
俳
句
・
ハ
イ
ク
と
詩
Ⅰ
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
︶

・
青
木
亮
人
編
﹃
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
　
第
22
巻
　
俳
句
・
ハ
イ
ク
と
詩
Ⅱ
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
︶

　発
表
年
月

　作
品
本
文

　所
収
雑
誌

　備
考

一
九
一
九
年
　
九
月

　
　
　
　
　
一
〇
月

　
　
　
　
　
一
一
月

一
九
二
〇
年
　
九
月

　
　
　
　
　
一
〇
月

蚊
柱
や
馬
に
餌
を
や
る
宵
月
夜

夕
月
に
低
き
家
竝
や
群
れ
と
ん
ぼ

雑
草
に
唐
辛
子
赤
く
雨
晴
る
ゝ

童
べ
風
に
ゆ
る
ゝ
若
苗
持
ち
を
り

父
の
棺
送
れ
ば
蜀
黍
道
に
せ
ま
り

「
文
章
倶
楽
部
」（
第
四
巻
第
九
号
）
九
月

「
文
章
倶
楽
部
」（
第
四
巻
第
一
〇
号
）
一
〇
月

「
文
章
倶
楽
部
」（
第
四
巻
第
一
一
号
）
一
一
月

「
中
央
文
学
」（
第
四
巻
第
九
号
）
九
月

「
中
央
文
学
」（
第
四
巻
第
一
〇
号
）
一
〇
月

村
野
哀
醒

村
野
哀
醒

村
野
哀
醒

＊
秀
逸
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五
、
資
料
編

凡
例一

、
発
表
年
月
、
作
品
本
文
、
所
収
雑
誌
の
順
に
記
載
し
、
年
譜
形
式
に
て
配
列
し
た
。
発
表
年
月
は
、
西
暦
で
記
載
し
た
。

二
、
作
品
は
、
一
九
一
九
︵
大
正
八
︶
年
か
ら
一
九
四
二
︵
昭
和
一
七
︶
年
ま
で
の
戦
前
の
俳
句
の
み
を
あ
げ
た
。

三
、
所
収
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
名
、
巻
号
等
、
発
行
月
の
順
に
記
し
、
巻
号
等
は
雑
誌
の
表
記
に
即
し
た
。

四
、 

備
考
欄
に
は
、
投
稿
の
筆
名
、
入
選
に
関
す
る
事
項
、
句
題
等
の
作
品
に
関
す
る
重
要
事
項
を
注
記
し
た
。
筆
名
﹁
村
野
哀
醒
﹂﹁
村
野
哀
醒
子
﹂
を
記
入
し
て
い
な
い

作
品
は
本
名
村
野
四
郎
で
の
掲
載
で
あ
る
。
入
選
に
つ
い
て
は
、
一
等
、
二
等
、
秀
逸
等
の
上
位
の
み
＊
を
付
し
て
記
載
、
句
題
は
︽
　
︾
で
記
載
し
た
。
な
お
前
書
は

原
則
と
し
て
︿
　
﹀
で
記
載
し
た
。
⒅
～
�
は
注
番
号
で
あ
る
。

参
考
文
献

・
大
野
純
編
﹁
村
野
四
郎
年
譜
﹂︵﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
八
月
︶

・ 

西
村
将
洋
﹁
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
　
俳
句
雑
誌
﹃
風
流
陣
﹄
総
目
次
︱﹁H

A
IK

A
I D

U
 JA

PO
N

﹂
の
軌
跡
︱
﹂︵﹁
同
志
社
国
文
学
﹂
第
五
九
号
、
平
成
一
五
年
一
二
月
︶

・
和
田
桂
子
編
﹃
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
　
第
21
巻
　
俳
句
・
ハ
イ
ク
と
詩
Ⅰ
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
︶

・
青
木
亮
人
編
﹃
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
　
第
22
巻
　
俳
句
・
ハ
イ
ク
と
詩
Ⅱ
﹄︵
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
二
四
年
一
〇
月
︶

　発
表
年
月

　作
品
本
文

　所
収
雑
誌

　備
考

一
九
一
九
年
　
九
月

　
　
　
　
　
一
〇
月

　
　
　
　
　
一
一
月

一
九
二
〇
年
　
九
月

　
　
　
　
　
一
〇
月

蚊
柱
や
馬
に
餌
を
や
る
宵
月
夜

夕
月
に
低
き
家
竝
や
群
れ
と
ん
ぼ

雑
草
に
唐
辛
子
赤
く
雨
晴
る
ゝ

童
べ
風
に
ゆ
る
ゝ
若
苗
持
ち
を
り

父
の
棺
送
れ
ば
蜀
黍
道
に
せ
ま
り

「
文
章
倶
楽
部
」（
第
四
巻
第
九
号
）
九
月

「
文
章
倶
楽
部
」（
第
四
巻
第
一
〇
号
）
一
〇
月

「
文
章
倶
楽
部
」（
第
四
巻
第
一
一
号
）
一
一
月

「
中
央
文
学
」（
第
四
巻
第
九
号
）
九
月

「
中
央
文
学
」（
第
四
巻
第
一
〇
号
）
一
〇
月

村
野
哀
醒

村
野
哀
醒

村
野
哀
醒

＊
秀
逸

（7） 崇城大学　紀要　第47号

に
は
、﹁
こ
の
年
は
、﹃
詩
法
﹄
に
つ
づ
く
新
し
く
計
画
中
の
詩
誌
﹃
新
領
土
﹄
の

準
備
な
ど
で
作
品
を
発
表
し
て
い
な
い
﹂
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
、﹁
風
流
陣
﹂

へ
の
俳
句
の
ほ
か
、﹁
若
草
﹂﹁
文
芸
汎
論
﹂
に
数
篇
の
詩
や
エ
ッ
セ
イ
が
発
表
さ

れ
て
い
る⒂
。

﹁
風
流
陣
﹂
に
発
表
さ
れ
て
い
る
の
は
俳
句
と
数
篇
の
エ
ッ
セ
イ
で
、
俳
句
は

昭
和
一
〇
︵
一
九
三
五
︶
年
一
一
月
か
ら
昭
和
一
七
︵
一
九
四
二
︶
年
一
月
ま
で

に
、
計
五
九
句
が
あ
る
。﹁
層
雲
﹂
を
去
っ
て
九
年
の
年
月
が
経
過
し
て
お
り
、﹃
体

操
詩
集
﹄
及
び
第
三
詩
集
﹃
抒
情
飛
行
﹄︵
高
田
書
院
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
︶
所

収
の
一
部
の
詩
篇
を
創
作
し
て
い
た
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
再
び
俳
句
を
作

り
始
め
た
経
緯
は
現
在
の
と
こ
ろ
分
か
っ
て
い
な
い
が
、﹁
風
流
陣
﹂
で
と
も
に
活

動
し
て
い
た
北
園
克
衛
や
笹
沢
美
明
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

年
代
が
前
後
す
る
が
﹁
年
譜
﹂
の
大
正
一
二
︵
一
九
二
三
︶
年
の
項
に
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る⒃
。

慶
大
入
学
後
も
、
層
雲
句
会
に
列
席
し
、
新
傾
向
俳
句
を
書
き
つ
づ
け
て
き

た
が
、﹁
眠
り
草
実
と
な
る
日
な
た
が
あ
る
﹂﹁
枯
木
が
曲
っ
た
家
を
憶
え
て

い
る
﹂
な
ど
の
句
を
作
る
に
い
た
り
、
自
由
律
句
の
世
界
に
も
類
型
が
あ

り
、
ま
た
息
ぐ
る
し
い
因
習
的
な
形
式
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
ト
リ

ヴ
ィ
ア
リ
ズ
ム
に
自
ら
苦
し
く
な
っ
て
、
更
に
自
由
な
形
式
を
求
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
の
記
述
も
前
掲
の
回
想
﹁
一
人
の
詩
人
が
歩
い
た
道
﹂
に
拠
っ
た
も
の
で
、

村
野
四
郎
は
荻
原
井
泉
水
に
心
酔
し
て
い
た
当
時
を
回
想
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る⒄
。︵

前
略
︶
井
泉
水
の
暗
示
は
、
永
く
私
の
心
に
文
学
の
深
さ
と
、
不
思
議

さ
に
対
す
る
魅
力
の
鍵
と
な
っ
て
残
っ
た
の
で
し
た
。

　
　
く
り
や
の
音
か
た
こ
と
と
明
け
て
蜩

　
　
眠
り
草
が
実
と
な
る
日
向
が
あ
る

と
い
う
よ
う
な
句
を
際
限
も
な
く
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に

　
　
枯
木
が
曲
っ
た
家
を
憶
え
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
句
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
、
し
だ
い
に
私
の
詩
精
神
と
こ
の

短
詩
形
式
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
激
し
い
摩
擦
と
、
格
闘

と
を
自
ら
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

﹁
く
り
や
の
音
﹂﹁
眠
り
草
が
﹂﹁
枯
木
が
﹂
の
三
句
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
は

雑
誌
掲
載
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
村
野
四
郎
自
身
も
作
句
し
た
と
は
述
べ
て
い

る
も
の
の
﹁
層
雲
﹂
等
の
雑
誌
に
発
表
し
た
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
日
記
や
創
作

ノ
ー
ト
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
た
め
制
作
年
代
が
不
明
で
は
あ
る

が
、
回
想
の
と
お
り
大
正
期
に
作
句
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、﹁
眠
り
草
が
﹂

の
句
が
、
昭
和
一
〇
年
一
一
月
、﹁
風
流
陣
﹂︵
第
二
冊
︶
に
﹁
ね
む
り
草
が
実
と

な
る
日
な
た
が
あ
る
﹂
と
、
若
干
の
改
作
を
経
て
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
俳
句
が
詩
人
村
野
四
郎
の
重
要
な
基
盤
と
し
て
長
く
継
続
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
お
よ
そ
五
年
後
の
昭
和
一
六
︵
一
九
四
一
︶
年
八
月
、﹁
文
芸
汎
論
﹂︵
第

一
一
巻
第
八
号
︶
に
︽
田
園
悲
歌
︾
と
題
し
て
五
句
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
句
に
つ
い
て
も
﹁
風
流
陣
﹂
と
同
様
に
﹁
年
譜
﹂
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。

第
三
期
の
句
は
、
第
二
期
よ
り
も
相
対
的
に
音
数
が
減
り
、
五
・
七
・
五
形
式

の
句
が
多
く
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
本
稿
の
第
二
章
か
ら
第
四
章
に
か
け
て
発
表
雑
誌
を
中
心
に
概
要
を
述

べ
て
き
た
。
次
の
第
五
章
に
、
第
一
期
二
三
句
、
第
二
期
一
八
九
句
、
第
三
期
六

四
句
、
計
二
七
六
句
の
全
句
を
﹁
資
料
編
﹂
と
し
て
年
譜
形
式
で
ま
と
め
た
。

（6）村野四郎初期作品資料―『体操詩集』前後の俳句を中心に― 73



の
も
と
﹁
か
な
し
き
道
標
﹂﹁
松
葉
杖
を
つ
い
て
ゆ
く
人
よ
﹂﹁
秋
愁
﹂﹁
十
一
月
﹂

﹁
吹
き
暮
れ
る
﹂
の
詩
篇
は
、
同
年
一
一
月
︵
第
一
五
巻
第
七
号
︶
発
表
で
あ

り
、
こ
れ
も
発
表
月
が
異
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、﹁
層
雲
﹂
に
発
表
さ
れ
た
俳
句
は
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
現
時
点
で
一

八
九
句
に
も
の
ぼ
る
。
ま
た
、
詩
は
訳
詩
も
含
め
て
七
十
四
余
作
品
が
同
誌
に
発

表
さ
れ
て
い
る
。
村
野
四
郎
の
俳
句
は
、
俳
句
か
ら
詩
へ
移
行
す
る
時
期
の
彼
の

文
学
世
界
を
検
討
す
る
た
め
に
は
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら

も
﹁
層
雲
﹂
活
動
期
は
重
要
で
あ
る
。

第
二
期
の
俳
句
は
、
第
一
期
よ
り
も
全
体
的
に
長
め
の
句
が
多
く
、
所
謂
﹁
自

由
律
﹂
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
﹁
自
由
律
俳
句
﹂
と

い
う
形
式
に
収
ま
り
切
れ
な
い
表
現
者
と
し
て
の
葛
藤
も
あ
っ
た
時
期
だ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
村
野
四
郎
自
身
も
、
荻
原
井
泉
水
に
師
事
し
、
層
雲
社
の
句
会
に
参

加
す
る
う
ち
に
次
第
に
﹁
更
に
自
由
な
形
式
を
思
う
に
い
た
﹂っ
た
と
回
想
し
て

い
る
。
続
け
て
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
の
学
生
時
代
、
ド
イ
ツ
語
の
教
授
に

秋
元
蘆
風
、
藤
森
秀
夫
が
い
て
、
ド
イ
ツ
詩
の
魅
力
を
知
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
萩

原
朔
太
郎
の
詩
と
の
出
合
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る⒀
。

こ
れ
ら
の
ド
イ
ツ
の
詩
の
持
つ
洞
穴
の
よ
う
に
暗
く
、
途
方
も
な
く
大
き

な
世
界
に
、
い
ま
ま
で
余
り
小
さ
い
日
常
的
な
現
象
に
ば
か
り
捉
わ
れ
、
そ

の
小
さ
い
感
情
を
小
形
式
に
託
し
て
い
た
私
自
身
は
、
そ
こ
に
全
く
違
っ
た

文
学
の
世
界
の
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
、
更
に
私
に
決
定

的
な
詩
的
思
考
の
方
向
を
あ
た
え
た
の
は
、
萩
原
朔
太
郎
の
処
女
詩
集
﹁
月

に
吠
え
る
﹂
と
第
二
詩
集
﹁
青
猫
﹂
の
出
現
で
し
た
。

二
十
三
、
四
歳
の
頃
で
す
。
こ
れ
か
ら
私
の
本
格
的
な
詩
人
と
し
て
の
放

浪
と
遍
歴
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
し
た
。

回
想
で
語
っ
た
時
期
の
と
お
り
、
大
正
一
三
︵
一
九
二
四
︶
年
一
一
月
で
﹁
層

雲
﹂
へ
の
俳
句
発
表
は
終
わ
り
、
同
誌
へ
は
大
正
一
四
年
一
一
月
ま
で
詩
の
み
の

発
表
と
な
っ
た
。
大
正
一
三
年
頃
か
ら
、
詩
の
発
表
の
場
は
﹁
地
霊
﹂﹁
詩
篇
時

代
﹂﹁
日
本
詩
人
﹂
へ
と
移
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
に
入
る

と
﹁
炬
火
﹂﹁
詩
歌
時
代
﹂﹁
旗
魚
﹂﹁
新
即
物
性
文
学
﹂﹁
文
学
﹂
等
に
お
い
て
詩

作
に
励
む
よ
う
な
る
。﹃
罠
﹄﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
作
品
群
の
創
作
は
、
主
と
し

て
こ
の
時
期
に
あ
た
る
。

詩
作
品
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
特
に
触
れ
な
い
が
、﹁
層
雲
﹂
で
の
文
学
的
修

練
が
、
詩
人
村
野
四
郎
の
誕
生
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
強
調

し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

四
、
第
三
期
「
風
流
陣
」「
文
芸
汎
論
」―
再
び
俳
句
へ

﹁
風
流
陣
﹂
は
昭
和
一
〇
︵
一
九
三
五
︶
年
一
〇
月
か
ら
昭
和
一
九
︵
一
九
四

四
︶
年
一
月
ま
で
六
五
冊
が
発
行
さ
れ
た
。
創
刊
号
の
編
集
発
行
人
は
岩
佐
東
一

郎
で
、
第
六
冊
か
ら
は
八
十
島
稔
が
担
当
し
た
。
表
紙
の
題
字
は
恩
地
孝
四
郎
に

よ
る
も
の
で
、
そ
の
題
字
の
上
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
﹁H

A
IK
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﹂

と
記
さ
れ
て
い
る
。

創
刊
号
に
は
、
室
生
犀
星
、
津
村
秀
松
、
竹
村
俊
郎
、
岡
崎
清
一
郎
、
田
中
冬

二
、
吉
川
則
比
古
、
扇
谷
義
男
、
亀
山
勝
、
八
十
島
稔
、
川
田
總
七
、
荘
生
春
樹
、

岩
佐
東
一
郎
、
北
園
克
衛
、
城
左
門
の
一
四
名
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
編
集
後
記

に
あ
た
る
﹁
風
流
陣
記
﹂
に
は
、﹁
在
来
の
枯
渇
し
た
俳
句
に
、
新
生
命
を
吹
き

込
む
と
云
ふ
大
野
心
の
も
と
に
創
刊
し
た
も
の
﹂
で
﹁
従
来
の
観
念
に
捕
は
れ
る

こ
と
な
く
、
青
空
の
も
と
を
ゆ
く
雲
の
や
う
に
自
由
に
各
位
の
作
品
を
御
提
供
い

た
だ
き
た
い
﹂
と
書
か
れ
て
い
る⒁
。

村
野
四
郎
は
第
二
冊
か
ら
参
加
し
て
い
る
が
、﹁
風
流
陣
﹂
に
つ
い
て
は
﹁
年

譜
﹂
に
も
記
載
は
な
い
。
な
お
、﹁
年
譜
﹂
の
昭
和
一
一
︵
一
九
三
六
︶
年
の
項
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の
も
と
﹁
か
な
し
き
道
標
﹂﹁
松
葉
杖
を
つ
い
て
ゆ
く
人
よ
﹂﹁
秋
愁
﹂﹁
十
一
月
﹂

﹁
吹
き
暮
れ
る
﹂
の
詩
篇
は
、
同
年
一
一
月
︵
第
一
五
巻
第
七
号
︶
発
表
で
あ

り
、
こ
れ
も
発
表
月
が
異
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、﹁
層
雲
﹂
に
発
表
さ
れ
た
俳
句
は
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
現
時
点
で
一

八
九
句
に
も
の
ぼ
る
。
ま
た
、
詩
は
訳
詩
も
含
め
て
七
十
四
余
作
品
が
同
誌
に
発

表
さ
れ
て
い
る
。
村
野
四
郎
の
俳
句
は
、
俳
句
か
ら
詩
へ
移
行
す
る
時
期
の
彼
の

文
学
世
界
を
検
討
す
る
た
め
に
は
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら

も
﹁
層
雲
﹂
活
動
期
は
重
要
で
あ
る
。

第
二
期
の
俳
句
は
、
第
一
期
よ
り
も
全
体
的
に
長
め
の
句
が
多
く
、
所
謂
﹁
自

由
律
﹂
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
﹁
自
由
律
俳
句
﹂
と

い
う
形
式
に
収
ま
り
切
れ
な
い
表
現
者
と
し
て
の
葛
藤
も
あ
っ
た
時
期
だ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
村
野
四
郎
自
身
も
、
荻
原
井
泉
水
に
師
事
し
、
層
雲
社
の
句
会
に
参

加
す
る
う
ち
に
次
第
に
﹁
更
に
自
由
な
形
式
を
思
う
に
い
た
﹂っ
た
と
回
想
し
て

い
る
。
続
け
て
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
の
学
生
時
代
、
ド
イ
ツ
語
の
教
授
に

秋
元
蘆
風
、
藤
森
秀
夫
が
い
て
、
ド
イ
ツ
詩
の
魅
力
を
知
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
萩

原
朔
太
郎
の
詩
と
の
出
合
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る⒀
。

こ
れ
ら
の
ド
イ
ツ
の
詩
の
持
つ
洞
穴
の
よ
う
に
暗
く
、
途
方
も
な
く
大
き

な
世
界
に
、
い
ま
ま
で
余
り
小
さ
い
日
常
的
な
現
象
に
ば
か
り
捉
わ
れ
、
そ

の
小
さ
い
感
情
を
小
形
式
に
託
し
て
い
た
私
自
身
は
、
そ
こ
に
全
く
違
っ
た

文
学
の
世
界
の
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
、
更
に
私
に
決
定

的
な
詩
的
思
考
の
方
向
を
あ
た
え
た
の
は
、
萩
原
朔
太
郎
の
処
女
詩
集
﹁
月

に
吠
え
る
﹂
と
第
二
詩
集
﹁
青
猫
﹂
の
出
現
で
し
た
。

二
十
三
、
四
歳
の
頃
で
す
。
こ
れ
か
ら
私
の
本
格
的
な
詩
人
と
し
て
の
放

浪
と
遍
歴
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
し
た
。

回
想
で
語
っ
た
時
期
の
と
お
り
、
大
正
一
三
︵
一
九
二
四
︶
年
一
一
月
で
﹁
層

雲
﹂
へ
の
俳
句
発
表
は
終
わ
り
、
同
誌
へ
は
大
正
一
四
年
一
一
月
ま
で
詩
の
み
の

発
表
と
な
っ
た
。
大
正
一
三
年
頃
か
ら
、
詩
の
発
表
の
場
は
﹁
地
霊
﹂﹁
詩
篇
時

代
﹂﹁
日
本
詩
人
﹂
へ
と
移
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
に
入
る

と
﹁
炬
火
﹂﹁
詩
歌
時
代
﹂﹁
旗
魚
﹂﹁
新
即
物
性
文
学
﹂﹁
文
学
﹂
等
に
お
い
て
詩

作
に
励
む
よ
う
な
る
。﹃
罠
﹄﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
の
作
品
群
の
創
作
は
、
主
と
し

て
こ
の
時
期
に
あ
た
る
。

詩
作
品
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
特
に
触
れ
な
い
が
、﹁
層
雲
﹂
で
の
文
学
的
修

練
が
、
詩
人
村
野
四
郎
の
誕
生
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
強
調

し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

四
、
第
三
期
「
風
流
陣
」「
文
芸
汎
論
」―
再
び
俳
句
へ

﹁
風
流
陣
﹂
は
昭
和
一
〇
︵
一
九
三
五
︶
年
一
〇
月
か
ら
昭
和
一
九
︵
一
九
四

四
︶
年
一
月
ま
で
六
五
冊
が
発
行
さ
れ
た
。
創
刊
号
の
編
集
発
行
人
は
岩
佐
東
一

郎
で
、
第
六
冊
か
ら
は
八
十
島
稔
が
担
当
し
た
。
表
紙
の
題
字
は
恩
地
孝
四
郎
に

よ
る
も
の
で
、
そ
の
題
字
の
上
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
﹁H

A
IK

A
I D

U
 JA

PO
N

﹂

と
記
さ
れ
て
い
る
。

創
刊
号
に
は
、
室
生
犀
星
、
津
村
秀
松
、
竹
村
俊
郎
、
岡
崎
清
一
郎
、
田
中
冬

二
、
吉
川
則
比
古
、
扇
谷
義
男
、
亀
山
勝
、
八
十
島
稔
、
川
田
總
七
、
荘
生
春
樹
、

岩
佐
東
一
郎
、
北
園
克
衛
、
城
左
門
の
一
四
名
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
編
集
後
記

に
あ
た
る
﹁
風
流
陣
記
﹂
に
は
、﹁
在
来
の
枯
渇
し
た
俳
句
に
、
新
生
命
を
吹
き

込
む
と
云
ふ
大
野
心
の
も
と
に
創
刊
し
た
も
の
﹂
で
﹁
従
来
の
観
念
に
捕
は
れ
る

こ
と
な
く
、
青
空
の
も
と
を
ゆ
く
雲
の
や
う
に
自
由
に
各
位
の
作
品
を
御
提
供
い

た
だ
き
た
い
﹂
と
書
か
れ
て
い
る⒁
。

村
野
四
郎
は
第
二
冊
か
ら
参
加
し
て
い
る
が
、﹁
風
流
陣
﹂
に
つ
い
て
は
﹁
年

譜
﹂
に
も
記
載
は
な
い
。
な
お
、﹁
年
譜
﹂
の
昭
和
一
一
︵
一
九
三
六
︶
年
の
項
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に
も
掲
載
さ
れ
、
以
後
は
﹁
層
雲
﹂
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

三
、
第
二
期
「
層
雲
」―
俳
句
か
ら
詩
へ

﹁
層
雲
﹂
は
明
治
四
四
︵
一
九
一
一
︶
年
、
荻
原
井
泉
水
が
河
東
碧
梧
桐
ら
と

と
も
に
新
傾
向
運
動
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
散
文
、
詩
歌
、

俳
論
、
翻
訳
等
、
ジ
ャ
ン
ル
も
俳
句
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
初
期
の
﹁
層
雲
﹂
は
ド
イ

ツ
文
学
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
紹
介
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た⑻
。

俳
句
は
新
傾
向
派
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
集
ま
っ
た
が
、
考
え
方
の
違
い
か
ら
大

正
に
入
っ
て
河
東
碧
梧
桐
が
去
る
と
、
荻
原
井
泉
水
を
主
宰
と
し
て
所
謂
﹁
自
由

律
俳
句
﹂
を
発
展
さ
せ
た
。﹃
日
本
近
代
文
学
大
事
典
　
第
五
巻
﹄︵
講
談
社
、
昭

和
五
二
年
一
一
月
︶
の
﹁
層
雲
﹂
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る⑼
。

﹁
層
雲
﹂
で
育
っ
た
俳
句
作
家
た
ち
は
野
村
朱
鱗
洞
、
芹
田
鳳
車
、
小
沢
武

二
、
秋
山
秋
紅
蓼
、
深
田
紫
洋
、
下
山
逸
蒼
、
尾
崎
放
哉
、
大
橋
裸
木
、
河

本
緑
石
、
栗
林
一
石
路
、
木
村
緑
平
、
青
木
此
君
楼
、
大
越
吾
亦
紅
、
海
藤

抱
壺
、
藤
崎
麦
村
ら
。
の
ち
に
詩
人
と
な
っ
た
村
野
四
郎
も
い
た
。

俳
句
文
学
史
の
う
え
で
も
、
村
野
四
郎
の
名
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
村
野
四
郎
自
身
も
﹁
層
雲
﹂
へ
の
参
加
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る⑽
。
回
想
の
中
に
は
、
発
表
雑
誌
、
発
表
年
月
等
に
つ
い
て
は
事
実
と
異
な
る

点
が
あ
り
注
意
を
要
す
る
が
、
文
学
的
方
法
や
詩
想
に
関
し
て
は
参
考
に
な
り
得

る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

︵
前
略
︶
私
は
新
傾
向
俳
句
に
当
時
の
私
の
文
学
的
欲
求
を
充
す
も
の
の

あ
る
こ
と
を
幽
か
に
感
じ
て
こ
の
結
社
に
加
入
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
ま
で
の
旧
派
の
定
型
俳
句
が
、
そ
の
単
調
な
形
式
ゆ
え
に
、
そ

こ
に
盛
ら
れ
る
精
神
も
、
知
ら
ず
識
ら
ず
因
襲
的
、
常
套
的
な
感
懐
に
な
ず

ん
で
し
ま
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
古
い
形
式
に
抵
抗
し
て
、
新

し
い
精
神
を
盛
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
こ
と
を
、
今
に
な
っ
て
新
し
く
知
っ

た
と
思
い
、
こ
の
季
題
も
字
数
の
制
限
も
捨
て
た
俳
句
形
式
の
中
に
、
今
ま

で
自
分
が
白
秋
な
ど
の
詩
に
感
じ
て
い
た
も
の
に
非
常
に
近
い
純
粋
な
も
の

が
盛
ら
れ
る
の
を
感
じ
た
の
で
し
た
。
私
は
﹁
層
雲
﹂
に
没
頭
し
ま
し
た
。

ま
た
、
俳
句
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
詩
作
の
出
発
も
﹁
層
雲
﹂
か
ら
で
あ
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
兄
の
次
郎
が
北
原
白
秋
門
下
の
歌
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

こ
と
も
影
響
し
、
村
野
四
郎
は
北
原
白
秋
の
詩
に
傾
倒
し
て
い
た
。
大
正
一
〇

︵
一
九
二
一
︶
年
か
ら
﹁
層
雲
﹂
に
俳
句
を
発
表
し
つ
つ
、
翌
年
か
ら
徐
々
に
詩

を
発
表
し
始
め
、
大
正
一
四
年
ま
で
並
行
し
て
、
俳
句
と
詩
の
発
表
を
続
け
た
の

で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
で
は
、﹁
層
雲
﹂
に
初
め
て
詩
を
発
表
し
た
の
は
、
大
正

一
一
年
八
月
︵
第
一
二
巻
第
五
号
︶
の
﹁
追
憶
﹂
で
あ
る
。
七
行
の
短
詩
で
習
作

の
段
階
の
も
の
で
あ
る⑾
。

﹁
年
譜
﹂
に
は
、
村
野
四
郎
の
﹁
層
雲
﹂
発
表
の
具
体
的
な
詩
作
品
に
つ
い
て

は
大
正
一
四
年
の
項
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る⑿
。

﹁
層
雲
﹂
七
月
号
に
﹁
冬
木
が
く
ね
つ
た
家
を
憶
え
て
ゐ
る
﹂
の
句
と
﹁
天

上
の
饗
餐
　
外
四
篇
﹂
の
詩
、
同
九
月
号
に
﹁
洋
燈
を
と
も
さ
う
﹂
の
詩
、

十
月
号
に
﹁
幽
鬱
小
品
﹂
の
詩
を
発
表
。

し
か
し
、
大
正
一
四
年
七
月
︵
第
一
五
巻
第
三
号
︶
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、﹁
天

上
の
饗
餐
﹂﹁
青
桐
よ
﹂﹁
お
と
づ
れ
﹂﹁
寂
し
い
病
室
﹂﹁
春
﹂
の
詩
五
篇
の
み
で

あ
り
、
俳
句
は
見
当
た
ら
ず
、﹁
冬
木
が
﹂
の
句
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
確
認

で
き
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
詩
﹁
洋
燈
を
と
も
さ
う
﹂
は
、
一
〇
月
︵
第
一
五
巻

第
六
号
︶
発
表
で
あ
り
、
発
表
月
が
異
な
る
。
加
え
て
章
題
︽
幽
鬱
小
品
五
篇
︾
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村
野
哀
醒
子
作
は
、
未
成
品
と
も
評
せ
ら
れ
や
う
が
そ
の
未
成
的
な
新
鮮

な
味
を
私
は
採
つ
た
の
で
あ
る
。
未
成
と
い
ふ
の
は
﹁
久
し
い
兄
弟
﹂
と
い

ふ
言
葉
が
久
々
で
逢
つ
た
兄
弟
と
い
ふ
意
味
を
現
は
す
に
は
不
完
全
で
あ
る

し
、
又
、
作
者
は
其
の
兄
弟
の
中
の
一
人
で
あ
る
か
、︵
噴
水
は
自
分
の
主

観
に
あ
る
の
か
︶
そ
れ
と
も
其
外
に
立
つ
て
ゐ
る
の
か
︵
噴
水
を
客
観
し
て

ゐ
る
の
か
︶
そ
の
点
が
判
然
と
し
な
い
と
い
ふ
欠
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
、
其
に
も
か
か
は
ら
ず
、
兄
弟
の
心
が
し
み
じ
み
と
触
れ
合
つ
て
、
噴

水
の
音
も
亦
、
そ
れ
に
触
れ
合
つ
て
、
夢
の
や
う
に
快
い
或
る
情
景
が
創
り

出
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
主
観
と
か
客
観
と
か
い
ふ
差
別
の
な
い
や
う
な
一

つ
の
別
の
世
界
だ
と
も
云
へ
や
う
、
そ
こ
を
私
は
未
成
的
な
ボ
ツ
と
し
た

ま
ゝ
の
新
鮮
な
味
と
い
つ
た
の
で
あ
る
。

村
野
哀
醒
子
の
作
は
︵
た
び
た
び
入
賞
に
は
い
る
が
︶
投
稿
の
中
で
は
先

づ
其
の
手
法
が
、
き
は
だ
つ
て
目
に
つ
く
ほ
ど
に
な
つ
て
ゐ
る
。
此
句
の
如

き
も
見
方
の
リ
フ
ア
イ
ン
さ
れ
て
ゐ
る
点
で
は
上
手
と
い
ふ
に
近
い
、﹁
白

い
蒲
団
﹂
は
実
に
印
象
的
で
、
俳
句
で
な
け
れ
ば
云
へ
な
い
味
と
い
つ
て
も

よ
か
ら
う
。

先
の
﹁
久
し
い
兄
弟
﹂
の
句
は
、﹁
久
し
い
﹂
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
曖
昧
さ

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、﹁
年
譜
﹂
で
は
、
こ
の
﹁
久
し
い
﹂
が

脱
落
し
﹁
兄
弟
が
寝
つ
い
た
夜
の
噴
水
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
発
表
年
月
と
と

も
に
脱
字
の
修
正
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
病
人
ゆ
め
の
話
﹂
の
句
の
﹁
ゆ
め
﹂

は
実
際
に
は
ひ
ら
が
な
表
記
で
あ
る
点
も
修
正
を
要
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら

も
、
村
野
四
郎
の
俳
句
に
関
す
る
﹁
年
譜
﹂
の
記
述
に
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
点
が

少
な
く
な
い
。

な
お
一
等
に
当
選
し
た
こ
の
句
は
、
同
年
同
月
の
﹁
層
雲
﹂︵
第
一
一
巻
第
三

号
︶
に
も
投
稿
さ
れ
て
お
り
荻
原
井
泉
水
選
の
﹁
雲
堂
﹂
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

﹁
年
譜
﹂
に
記
載
の
な
い
、﹁
層
雲
﹂
で
一
等
と
な
っ
た
句
を
紹
介
し
て
お
こ

う
。﹁
病
人
ゆ
め
の
話
﹂
の
句
か
ら
三
か
月
後
、
同
一
〇
年
九
月
︵
第
五
巻
第
九

号
︶
投
稿
の
次
の
二
句
で
あ
る
。
荻
原
井
泉
水
の
選
評
も
続
け
て
引
用
し
て
お
く⑹
。

や
さ
し
う
首
ふ
る
草
の
夕
べ
と
な
り
た
り

母
よ
鉢
木
青
う
う
た
せ
を
る
朝
雨
安
け
し

村
野
哀
醒
子
氏
の
作
︵
一
等
︶︱﹁
母
よ
﹂
の
句
は
、
植
木
鉢
な
ど
を
置
い

て
住
む
、
さ
ゝ
や
か
な
、
つ
ゝ
ま
し
い
母
と
子
の
生
活
を
背
景
と
し
て
、
又

そ
の
鉢
木
が
青
く
茂
つ
て
涼
し
い
朝
雨
が
ふ
る
夏
の
爽
や
か
な
感
じ
を
色
調

と
し
て
、
母
に
対
す
る
親
し
い
安
ら
か
な
心
持
が
浮
き
出
て
ゐ
る
。﹁
母
よ
﹂

と
叫
び
か
け
た
言
葉
も
此
の
気
持
を
生
か
す
の
に
助
け
て
ゐ
る
。
た
ゞ
﹁
う

た
せ
を
る
﹂
と
い
ふ
言
葉
に
は
ま
だ
推
敲
の
余
地
が
あ
る
や
う
だ
、
と
い
ふ

の
は
、
少
し
調
子
が
強
す
ぎ
る
。
同
じ
作
者
の
﹁
や
さ
し
う
﹂
の
句
は
、
上

手
な
句
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
、
風
の
甘
い
囁
き
が
聞
か
れ
る
や
う
だ
。
原
句

﹁
な
り
け
り
﹂
で
あ
つ
た
が
、
此
場
合
﹁
け
り
﹂
で
は
、
情
趣
的
に
な
り
す

ぎ
る
。
そ
の
草
の
ゆ
ら
ぎ
を
、
自
分
の
心
の
ゆ
ら
ぎ
に
写
す
為
め
に
は
﹁
た

り
﹂
と
引
き
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
一
期
の
句
を
概
観
す
る
と
、
こ
の
二
句
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て

日
常
の
出
来
事
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
荻
原
井
泉
水
の
説
く
﹁
作
者
の
内
部
か
ら
溢

れ
出
た
﹂﹁
生
命
の
あ
る
新
し
い
俳
句
﹂
を
意
識
し
た
習
作
群
と
い
え
る
だ
ろ
う⑺
。

﹁
中
央
文
学
﹂
の
最
後
の
句
は
、
そ
の
二
か
月
後
、
同
年
一
一
月
︵
第
五
巻
第

一
一
号
︶
の
﹁
夕
の
葉
ひ
ら
ひ
ら
風
と
な
り
子
を
看
と
り
を
る
﹂
で
、﹁
秀
逸
﹂

作
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
句
は
翌
月
の
﹁
層
雲
﹂︵
第
一
一
巻
第
九
号
︶
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村
野
哀
醒
子
作
は
、
未
成
品
と
も
評
せ
ら
れ
や
う
が
そ
の
未
成
的
な
新
鮮

な
味
を
私
は
採
つ
た
の
で
あ
る
。
未
成
と
い
ふ
の
は
﹁
久
し
い
兄
弟
﹂
と
い

ふ
言
葉
が
久
々
で
逢
つ
た
兄
弟
と
い
ふ
意
味
を
現
は
す
に
は
不
完
全
で
あ
る

し
、
又
、
作
者
は
其
の
兄
弟
の
中
の
一
人
で
あ
る
か
、︵
噴
水
は
自
分
の
主

観
に
あ
る
の
か
︶
そ
れ
と
も
其
外
に
立
つ
て
ゐ
る
の
か
︵
噴
水
を
客
観
し
て

ゐ
る
の
か
︶
そ
の
点
が
判
然
と
し
な
い
と
い
ふ
欠
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
、
其
に
も
か
か
は
ら
ず
、
兄
弟
の
心
が
し
み
じ
み
と
触
れ
合
つ
て
、
噴

水
の
音
も
亦
、
そ
れ
に
触
れ
合
つ
て
、
夢
の
や
う
に
快
い
或
る
情
景
が
創
り

出
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
主
観
と
か
客
観
と
か
い
ふ
差
別
の
な
い
や
う
な
一

つ
の
別
の
世
界
だ
と
も
云
へ
や
う
、
そ
こ
を
私
は
未
成
的
な
ボ
ツ
と
し
た

ま
ゝ
の
新
鮮
な
味
と
い
つ
た
の
で
あ
る
。

村
野
哀
醒
子
の
作
は
︵
た
び
た
び
入
賞
に
は
い
る
が
︶
投
稿
の
中
で
は
先

づ
其
の
手
法
が
、
き
は
だ
つ
て
目
に
つ
く
ほ
ど
に
な
つ
て
ゐ
る
。
此
句
の
如

き
も
見
方
の
リ
フ
ア
イ
ン
さ
れ
て
ゐ
る
点
で
は
上
手
と
い
ふ
に
近
い
、﹁
白

い
蒲
団
﹂
は
実
に
印
象
的
で
、
俳
句
で
な
け
れ
ば
云
へ
な
い
味
と
い
つ
て
も

よ
か
ら
う
。

先
の
﹁
久
し
い
兄
弟
﹂
の
句
は
、﹁
久
し
い
﹂
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
曖
昧
さ

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、﹁
年
譜
﹂
で
は
、
こ
の
﹁
久
し
い
﹂
が

脱
落
し
﹁
兄
弟
が
寝
つ
い
た
夜
の
噴
水
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
発
表
年
月
と
と

も
に
脱
字
の
修
正
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
病
人
ゆ
め
の
話
﹂
の
句
の
﹁
ゆ
め
﹂

は
実
際
に
は
ひ
ら
が
な
表
記
で
あ
る
点
も
修
正
を
要
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら

も
、
村
野
四
郎
の
俳
句
に
関
す
る
﹁
年
譜
﹂
の
記
述
に
は
修
正
さ
れ
る
べ
き
点
が

少
な
く
な
い
。

な
お
一
等
に
当
選
し
た
こ
の
句
は
、
同
年
同
月
の
﹁
層
雲
﹂︵
第
一
一
巻
第
三

号
︶
に
も
投
稿
さ
れ
て
お
り
荻
原
井
泉
水
選
の
﹁
雲
堂
﹂
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

﹁
年
譜
﹂
に
記
載
の
な
い
、﹁
層
雲
﹂
で
一
等
と
な
っ
た
句
を
紹
介
し
て
お
こ

う
。﹁
病
人
ゆ
め
の
話
﹂
の
句
か
ら
三
か
月
後
、
同
一
〇
年
九
月
︵
第
五
巻
第
九

号
︶
投
稿
の
次
の
二
句
で
あ
る
。
荻
原
井
泉
水
の
選
評
も
続
け
て
引
用
し
て
お
く⑹
。

や
さ
し
う
首
ふ
る
草
の
夕
べ
と
な
り
た
り

母
よ
鉢
木
青
う
う
た
せ
を
る
朝
雨
安
け
し

村
野
哀
醒
子
氏
の
作
︵
一
等
︶︱﹁
母
よ
﹂
の
句
は
、
植
木
鉢
な
ど
を
置
い

て
住
む
、
さ
ゝ
や
か
な
、
つ
ゝ
ま
し
い
母
と
子
の
生
活
を
背
景
と
し
て
、
又

そ
の
鉢
木
が
青
く
茂
つ
て
涼
し
い
朝
雨
が
ふ
る
夏
の
爽
や
か
な
感
じ
を
色
調

と
し
て
、
母
に
対
す
る
親
し
い
安
ら
か
な
心
持
が
浮
き
出
て
ゐ
る
。﹁
母
よ
﹂

と
叫
び
か
け
た
言
葉
も
此
の
気
持
を
生
か
す
の
に
助
け
て
ゐ
る
。
た
ゞ
﹁
う

た
せ
を
る
﹂
と
い
ふ
言
葉
に
は
ま
だ
推
敲
の
余
地
が
あ
る
や
う
だ
、
と
い
ふ

の
は
、
少
し
調
子
が
強
す
ぎ
る
。
同
じ
作
者
の
﹁
や
さ
し
う
﹂
の
句
は
、
上

手
な
句
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
、
風
の
甘
い
囁
き
が
聞
か
れ
る
や
う
だ
。
原
句

﹁
な
り
け
り
﹂
で
あ
つ
た
が
、
此
場
合
﹁
け
り
﹂
で
は
、
情
趣
的
に
な
り
す

ぎ
る
。
そ
の
草
の
ゆ
ら
ぎ
を
、
自
分
の
心
の
ゆ
ら
ぎ
に
写
す
為
め
に
は
﹁
た

り
﹂
と
引
き
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
一
期
の
句
を
概
観
す
る
と
、
こ
の
二
句
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て

日
常
の
出
来
事
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
荻
原
井
泉
水
の
説
く
﹁
作
者
の
内
部
か
ら
溢

れ
出
た
﹂﹁
生
命
の
あ
る
新
し
い
俳
句
﹂
を
意
識
し
た
習
作
群
と
い
え
る
だ
ろ
う⑺
。

﹁
中
央
文
学
﹂
の
最
後
の
句
は
、
そ
の
二
か
月
後
、
同
年
一
一
月
︵
第
五
巻
第

一
一
号
︶
の
﹁
夕
の
葉
ひ
ら
ひ
ら
風
と
な
り
子
を
看
と
り
を
る
﹂
で
、﹁
秀
逸
﹂

作
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
句
は
翌
月
の
﹁
層
雲
﹂︵
第
一
一
巻
第
九
号
︶
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法
獲
得
の
過
程
を
今
後
検
討
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
俳
句
を
中
心
に
収
集
し
、
資
料
編
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

村
野
四
郎
の
俳
句
は
、
管
見
の
限
り
、﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄︵
筑
摩
書
房
、

昭
和
五
五
年
八
月
︶
所
収
の
大
野
純
編
﹁
村
野
四
郎
年
譜
﹂︵
以
下
、﹁
年
譜
﹂︶

に
八
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る⑴
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
大
正
八
年
か
ら
、

﹃
体
操
詩
集
﹄
所
収
詩
の
創
作
時
︵
昭
和
六
年
か
ら
昭
和
一
〇
年
頃
︶
を
含
め
た

戦
前
期
に
、
現
在
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
二
七
〇
句
以
上
の
俳
句
を
雑
誌
に
発
表

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
俳
句
作
品
は
、
詩
人
村
野
四
郎
の
研
究
に
お
い

て
看
過
で
き
な
い
文
学
資
料
で
あ
り
、
詩
論
家
で
も
あ
っ
た
彼
の
詩
的
方
法
を
分

析
し
て
い
く
う
え
で
も
、
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
意
義
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。以

下
、
作
品
に
つ
い
て
、
ま
ず
大
き
く
三
期
に
分
け
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。
今
回
の
調
査
で
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
全
二
七
六
句
に
つ
い
て

は
、
発
表
順
に
、
本
稿
の
第
五
章
に
﹁
資
料
編
﹂
と
し
て
ま
と
め
た
。

二
、
第
一
期
「
文
章
倶
楽
部
」「
中
央
文
学
」―
文
学
的
出
発

﹁
年
譜
﹂
に
拠
れ
ば
、
村
野
四
郎
の
父
儀
右
衛
門
は
漢
学
に
詳
し
く
、﹁
寒
翠
﹂

と
号
し
て
俳
句
に
も
親
し
ん
だ
と
い
う
。
大
正
二
︵
一
九
一
三
︶
年
頃
、
兄
の
次

郎
、
三
郎
と
と
も
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
版
家
庭
回
覧
雑
誌
﹁
藻
塩
草
﹂
を
作
り
、﹁
四

郎
は
主
に
俳
句
を
書
い
た
﹂
と
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
句
﹁
足
袋
を
つ
ぐ
ば
あ
さ

ん
日
な
た
ぼ
っ
こ
か
な
﹂
が
挙
げ
ら
れ
、﹁
こ
れ
が
四
郎
の
文
学
の
出
発
で
あ

る
﹂
と
記
述
さ
れ
て
い
る⑵
。
こ
の
﹁
年
譜
﹂
の
、
特
に
戦
前
の
記
述
に
つ
い
て
は
、

村
野
四
郎
﹃
現
代
詩
読
本
﹄︵
河
出
書
房
、
昭
和
二
九
年
四
月
︶
所
収
の
エ
ッ
セ

イ
﹁
一
人
の
詩
人
が
歩
い
た
道
﹂
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
本
人
の
記
憶
が
も
と

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
事
実
と
異
な
っ
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
俳
句
が
、
彼
の
文
学
的
出
発
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

俳
句
の
創
作
と
発
表
は
、
大
正
八
︵
一
九
一
九
︶
年
に
村
野
哀
醒
と
い
う
筆
名

で
﹁
文
章
倶
楽
部
﹂
か
ら
始
ま
り
、
翌
大
正
九
年
か
ら
は
本
格
的
に
﹁
中
央
文

学
﹂
に
投
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
時
点
に
お
い
て
、﹁
文
章
倶
楽
部
﹂
の
石

橋
十
堂
選
の
俳
句
欄
に
三
句
、﹁
中
央
文
学
﹂
に
二
〇
句
の
掲
載
が
認
め
ら
れ
る
。

﹁
年
譜
﹂
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る⑶
。

定
型
俳
句
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
を
感
じ
だ
し
、
文
学
の
世
界
は
も
っ
と
自
由
で

荒
々
し
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
自
由
な
詩
形
を

も
と
め
て
﹁
中
央
文
学
﹂︵
春
陽
堂
刊
︶
の
荻
原
井
泉
水
選
の
新
傾
向
俳
句

欄
に
投
稿
し
た
。
と
こ
ろ
が
第
一
回
に
し
て
、﹁
病
人
夢
の
話
を
す
る
朝
の

白
い
蒲
団
﹂
が
一
等
に
入
選
、
つ
づ
い
て
そ
の
翌
月
﹁
兄
弟
が
寝
つ
い
た
夜

の
噴
水
﹂
が
二
等
に
入
選
。
井
泉
水
か
ら
、
そ
の
感
覚
的
な
抒
情
性
を
激
賞

さ
れ
た
。︵
引
用
文
中
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。︶

こ
の
記
述
も
ま
た
、﹁
一
人
の
詩
人
が
歩
い
た
道
﹂
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る

が
、﹁
中
央
文
学
﹂
に
最
初
に
投
稿
し
た
俳
句
は
後
掲
の
﹁
資
料
編
﹂
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
大
正
九
年
九
月
︵
第
四
巻
第
九
号
︶
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
童
べ
風
に

ゆ
る
ゝ
若
苗
持
ち
を
り
﹂
で
あ
る
。
こ
の
句
は
﹁
一
等
﹂
で
は
な
く
、﹁
秀
逸
﹂

で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
句
は
本
名
の
村
野
四
郎
で
投
稿
さ
れ
て
い
た⑷
。

そ
の
後
、
数
句
の
佳
作
掲
載
を
経
て
、
翌
一
〇
年
四
月
︵
第
五
巻
第
四
号
︶
に

筆
名
﹁
村
野
哀
醒
子
﹂
で
投
稿
の
﹁
久
し
い
兄
弟
が
寝
つ
い
た
夜
の
噴
水
﹂
が
二

等
に
な
り
、
同
年
六
月
︵
第
五
巻
第
六
号
︶
投
稿
の
﹁
病
人
ゆ
め
の
話
を
す
る
朝

の
白
い
蒲
団
﹂
が
一
等
に
当
選
し
た
の
で
あ
る
。

荻
原
井
泉
水
の
選
評
を
、﹁
久
し
い
兄
弟
が
寝
つ
い
た
夜
の
噴
水
﹂﹁
病
人
ゆ
め

の
話
を
す
る
朝
の
白
い
蒲
団
﹂
の
順
に
あ
げ
て
お
く⑸
。

（2）村野四郎初期作品資料―『体操詩集』前後の俳句を中心に― 77



要
旨村

野
四
郎
は
第
二
詩
集
﹃
体
操
詩
集
﹄︵
昭
和
一
四
年
︶
に
よ
っ
て
﹁
モ
ダ
ニ

ズ
ム
詩
人
﹂
と
し
て
近
代
詩
史
上
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
評
価

は
限
定
的
で
あ
り
、
彼
の
詩
業
の
ご
く
一
面
を
と
ら
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ま

た
、
第
一
詩
集
﹃
罠
﹄︵
大
正
一
五
年
︶
に
よ
り
詩
人
と
し
て
出
発
す
る
以
前
か

ら
多
く
の
俳
句
を
発
表
し
て
き
た
こ
と
も
、
研
究
上
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。
村
野
四
郎
の
詩
的
出
発
期
に
は
俳
句
の
創
作
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
推
察
さ
れ
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
は
、
彼
の
多
様
な
作
品
群
を
ふ
ま
え
て
新

た
な
視
座
か
ら
の
検
証
が
必
要
な
詩
集
で
あ
る
。

本
稿
は
村
野
四
郎
の
代
表
的
詩
集
﹃
体
操
詩
集
﹄
を
含
め
た
戦
前
の
詩
的
方
法

獲
得
の
過
程
を
今
後
検
討
す
る
た
め
、﹁
文
章
倶
楽
部
﹂﹁
中
央
文
学
﹂﹁
層
雲
﹂﹁
風

流
陣
﹂
等
の
雑
誌
を
中
心
に
調
査
し
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

多
く
の
俳
句
作
品
を
資
料
編
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
資
料

を
も
と
に
﹃
定
本
村
野
四
郎
全
詩
集
﹄
の
﹁
村
野
四
郎
年
譜
﹂
の
記
述
に
つ
い
て

も
一
部
修
正
等
を
施
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

村
野
四
郎
　
俳
句
　﹃
体
操
詩
集
﹄　
荻
原
井
泉
水
　﹁
文
章
倶
楽
部
﹂

﹁
層
雲
﹂　﹁
中
央
文
学
﹂　﹁
風
流
陣
﹂

一
、
は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
村
野
四
郎
は
﹃
体
操
詩
集
﹄︵
ア
オ
イ
書
房
、
昭
和
一
四
年
一
二

月
︶
に
よ
り
﹁
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
﹂
と
し
て
、
近
代
詩
史
上
、
高
い
評
価
を
受
け

て
き
た
。
確
か
に
﹃
体
操
詩
集
﹄
は
ド
イ
ツ
の
新
即
物
主
義
を
基
調
と
し
て
お

り
、
西
欧
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
思
潮
の
影
響
を
受
け
た
斬
新
な
詩
集
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
極
め
て
限
定
的
な
評
価
で
あ
り
、
村
野
四
郎
は
﹁
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩

人
﹂
と
一
言
で
は
片
付
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
詩
人
で
あ
る
。
第
一
詩
集
﹃
罠
﹄

︵
曙
光
詩
社
、
大
正
一
五
年
一
〇
月
︶
以
前
に
創
作
し
た
作
品
、﹃
罠
﹄
か
ら
﹃
体

操
詩
集
﹄
刊
行
ま
で
の
お
よ
そ
一
五
年
間
の
創
作
過
程
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
調

査
研
究
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、﹃
体
操
詩
集
﹄
の
み
が
切
り
取
ら
れ
て
部
分
的
に

評
価
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。﹃
体
操
詩
集
﹄
は
、
当
時
の
多
様
な
作

品
群
を
ふ
ま
え
て
新
た
な
視
座
か
ら
の
検
証
が
必
要
な
詩
集
で
あ
る
。

本
稿
は
、
村
野
四
郎
の
代
表
的
詩
集
﹃
体
操
詩
集
﹄
を
含
め
た
戦
前
の
詩
的
方

村
野
四
郎
初
期
作
品
資
料

　
　
　
　
　
　
　―『
体
操
詩
集
』
前
後
の
俳
句
を
中
心
に
―
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